
私達は、当該遺跡の範囲について、下記(1)"佐古の丘の地形"(2)"中核区域"(3)"運用区域"(4)"関
連区域"より構成されると考えます。

(1)養生所/(長崎)医学校等遺跡が位置する"佐古の丘の地形"
[現在の西小島1丁目、西小島2丁目、稲田町、館内町、籠町、船大工町、寄合町の一帯]

・ボンペ・ファン・メールデルフォールト氏は、養生所の建設にあたってその建設場所について「新市羊な空気

が通る、清潔な水の豊富な小高い丘の上で、街の外であるが病人の運搬に便利な場所」と献策しました。
・手厶達は、ボンぺ氏の長崎での病院建設への献策は、当時の世界に於ける又は長崎に於ける諸状況の下

に近代病院運営の体系/仕組(system)として提言されたと理解します。
・当該遺跡の立地は、ボンぺ氏が示した献策に一致する態様を具えています。

・私達は、当該遺跡の立地である"佐古の丘の地形"を、当該近代病院の運営の体系/仕組(system)を具
体化する実体として、当該遺跡の要素であり、当該遺跡の範囲と考えます。

・"佐古の丘の地形"は、大規模な開発事業による大規模な破壊がなく、当時の状況を良く遺存しています。

養生所/(長崎)医学校等遺跡の範囲
2m8年(平成30年)2月27日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

(2)養生所/(長崎)医学校等遺跡の"中核区域"
[現在の旧長崎市立佐古小学校の敷地及び外周道路及びその南部の西小島2丁目の一角及び可能性と
して長崎市道稲田町6号線の北部でその西に隣接する稲田町の一部]

〔長崎市西小島佐古16番、15番、14番、14番・2、17番・2、17番・4、18番・2、1106番、その外周道路
(17番・3、18番・3を含む)、59番・2、59番・3、59番・4、可能性として長崎市稲田町44番の一帯〕

・江戸期の養生所(病院、医学所)、精得館(医学所、病院、分析究理所)、明治期に入り長崎府医学校(及

び病院)を経て第五高等中学校医学部とその分教場(第五高等学校医学部、長崎医学専門学校の時代を
含む)、明治期の梅毒病院から昭和期の小島病院へと推移した建物敷地及び当該敷地に接する又は内包
する当該施設に由来する道路。

・一帯の西部にへールツの居宅である蓋然性が高い平屋建洋館を含み、一帯の東部の二階建洋館も医学

校関係者の居宅である可能性があります。

・この状況は、遺跡の地上遺構、文献資料、複数の医学校の図面、複数の精得館から第五高等中学校医
学部とその分教場、梅毒病院から小島病院の写真より理解できます。

.ヘールツの居宅についてほ、 prof. Harmen BeukerS 力t提示する De Bataafsche Leeuw, Arns

terdam,1987-Teaoher arnong the dapenese-L日廿er by Dr、 K.^. Gratema considerin

g hls stay ln Japan 1866-1871-130P 1871-"Tuesday, May 11 及ぴ a le杜er (by ES
Che" 23.09.1873によりその蓋然性が高いと理解できます。

(3)養生所/(長崎)医学校等遣跡の"運用区域"
[現在の稲田町の北部の館内町の東に隣接する一帯]

〔長崎市稲田町39番、 40番、 41番、42番、43番、44番、 45番、 46番、 47番、48番、 49番〕
・菜園と果樹園と初期の体操場とその付帯施設として運用されたと推測する一帯。

・この状況は、慶応年間の複数の精得館の写真、明治四年頃の医学校の写真、明治10~11年頃の医学
校の写真より理解できます。

( 1/1 )

(4)養生所/(長崎)医学校等遺跡の"関連区域"
[旧大徳寺境内(庫裏、参道を含む)、梅香崎天満宮と大楠神社及ぴ大楠一帯]

〔長崎市西小島町佐古1番、2番、3番、4番、5番、6番、7番、8番、9番、10番、籠町の一部〕

・1辰遠隊墳墓地、明治三年から明治四年英医ニュートンが梅毒病院を運営、エッシャーが自身の日記でー

帯をスクールガーデンと言及、佐古招魂社(梅香崎墳墓地)、勅使坂、明治12年に大徳寺庫裏跡一帯に長
崎病院が竣工(大正期に橋本大徳園として整備し公開)した区域。

・医学校関係者が一帯を親しむ様子は、prof. Harmen BeukerS が提示する Dla"y of Esober 及
び a leせer (by Escher) 23,09.1873 により理解できます。

・古写真の大徳寺跡一帯の木陰に時期によりいくつかの洋館である可能性がある映像を確認できます。
これが洋館であれぱ医学校関係者の居宅である可能性があります。

〆
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"Geerts' house"と'schoolgarden 1こつし、て
ノ

Prof. Harmen BeukerS の1是示 ^^

養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・保護・整備・公開(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)について

2017年(平成29年)7月25日火曜日

養生所を考える会代表池知和恭

his sta

ハルメン・ボイケルス教授力斗是示する a le廿er by Escher 23.09.1873 と hi

S diaW のオランダ語原文の記述、及び、Dinsdag下IMeΠ971のオランダ語原文の
ハラタマの書簡の記述、に対する各英文訳は、以下の通りです。

( 1/1 )

・2016-6-22 From prof. Harmen Beukers

巨■冨■胃

,,

1866-1871Ja
.

anIn

I from the Dla of Escher:.

"

'1n the schoolgarden

CturesuqU8 Si8ht

,

2.from a 18廿er

"Geerts.,.,wh0 ⅡVes on a hiⅡ next to his hospital,from vvhere on8 ha

S a beautlful vlevv on the roadstead and city. The main entrance is

Very broad staircase vvlth terrace and temples on both sides shaded

by very heavy and curved pines and camphor trees, one of 、Nhltch,t

ha士 has a particular heavy and extended leaf canopy,1S considered s

acred by the Japanese

3. De Bataafsche LeeuVゾ. Amsterdam 1987

"

a holy camphor tree of large size;a pithere ls

b Escher

Teacher arrlon

Le廿er b

130

23.09.1873

"Tuesday, May 11

in the Mornln宮, Mansvelt come$ to pick me up.^e vlslted Toubrlnk,

Hartmans, Bohlens and the hospltal as vveⅡ as the laboratory. ■帥圏

The house of Geerts ls very nicely located,in the middle of a minla
"

ture botanical garden. ■■冒

私達は、以上より、1871年畍卵にはへールツカ妬牙究所に等しい病院に近いと推測でき

るとても素敵な場所に位置する小さな薬園の庭園に囲まれた住宅に住んでいたこと、1
873年叫陶ヘールツ・ハウスは、彼の病院の隣にあること、港の停泊所と市街を望む美

しい風景を伴っていたこと、玄関はテラスを伴うとても広い階段であること、又、旧大徳
寺境内や庫裏の一帯、即ち、松と楠の木立で薄暗い梅香崎神社と大楠神社、聖なる大

楠の一帯、の様子力靖舌題になっていたこと、旧大徳寺一帯が、schoolearden と認識
されていたこと、ハラタマが1871年5月帆抽制に長崎を再訪したこと、力江里解できます。

以上

1871

Dr K. W. Gratama considerin

the Ja anese

.

.



長崎県知事
長崎県教育委員会教育長
長崎市長
長崎市教育委員会教育長
長崎市議会議長
長崎市文化財審議会長

長崎市文化観光部長
長崎市まちづU佶β長
長崎市土木部長
長崎市環境部長
長崎市理材部長

中村法道様
池松誠二
田上富久様
馬場豊子様
野口達也様
下川達彌

股張一男
片江伸一
吉田安秀様

様草野孝昭
様三井敏弘

2018年(平成30年)2月5日月曜日

生、

( 1/1 )

大

標記の件にっいて、2018年(平成30年) 2月5日月曜日 16:00より
長崎市役所市政記者室にて、別添書類の如く、
『養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・保1萎整備・公開に関する要望書Ⅲ
(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)』
の提出等にっいての記者会見をいたしましたのでお知らせいたします。

(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)

矢゛乳 荏.^ jヒb .立§,

の

'ー

日

^

,、の

についての氾

養生所を考える会代表池知和恭

1.別添書類

『養生所/(長崎)医学校等遺跡にっいての記者会見
[養生所(病院及ぴ医学所).精得館(病院及び医学所及び分析究理所).長崎府医学校(及び病院)とその後の整備発展及び梅毒病院とその後の推移1

2018年(平成30年)2月5日月曜日 1600より養生所を考える会代表池知和恭
以上
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養生所/(長崎)医学校等遺跡についての記者会見.
[養生所(病院及び医学所)、精得館(病院及び医学所及び分析空理所)一長嶋府医学校(及び病院)とその後の整備発展及び梅毒病院とその後の推移]

2018年(平成30年)2月5日月曜日 16:00より於長崎市役所市政記者室
養生所を考える会代表池知和恭

『養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・保護・整備・公開に関する要望書Ⅲ
(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)
2018年(平成30年)1月22日月曜日』の長崎県/市への提出について

私達は、2σ18年(平成30年)1月22日月曜日、長崎県知事、長崎県教育委員会教育
長、長崎市長、長崎市教育委員会教育長、長崎市議会議長、長崎市文化財審議会長、
の皆様に宛てて、当該要望書を提出し、本件に関係する長崎市文化観光部長、長崎市
まちづくり部長、長崎市土木部長、長崎市環境部長、長崎市理材部長の皆様にその旨

御案内しました。

要望書Ⅲの要望は

咋厶達は、長崎市に、養生所/(長崎)医学校等遺跡について、当該遺跡を文化財である
と認識することより、一部でも損壊や滅失によって失われるなどの被害を及ぼすような
意図的措置をとらないことを要請します。」
です。

望は

旨で、"宍なものです

この遺跡は文化R だから破せ

Ⅱ.文化庁の"近代遺跡の調査"等と"養生所/(長崎)医学校等遺跡"1こついて

2018年(平成30年)1月28日日曜日九州考古学会/福岡大学人文学部歴史学科
(考古学)桃崎祐輔教授は、当該遺跡を視察調査され、遺跡について所見されるなかで、
「平成10年頃に近代遺跡の全国調査があった。この際に把握されてよかった遺跡であ
るが何故に当時把握されなかったのか」、と疑問を提示されました。

文化庁は、平成に入ってから「近代化遺産」の実態調査への検討に入り、1990年(平

成2年)年度より全国の都道府県を対象とした「日本近代化遺産総合調査」を国庫補助

事業として開始、1994年(平成6年)9月1日に「近代の文化遺産の保存・活用に関す
る調査研究協力者会議」を設置し、記念物、建造物、美術・歴史資料及び生活文化・技
術の4分.科会を置き、調査研究を進め、1996年(平成8年)8月13日[8保記第三九

号]として各都道府県教育委員会文化財主幹課長あて文化庁文化財部記念物課長通
知「近代遺跡の調査の実施について」をもって平成8年度から八か年の計画で近代遺跡

の全国調査を実施しました。

子して してハしい"との艮的な主

次に近代遺跡調査実施要項[抜粋]、及び要項と当該遺跡との比較を記します。
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(1)近代遺跡調査実施要項
[抜粋](平成八年七月一八日)(文化財保護部長決済)

ー・そこで、文化財保護企画特別委員会報告(平成六年七月一五日)や近代の文化遺

産の保存・活用に関する調査研究協力者会議報告(平成七年一月二0日=記念物分
科会関係報告、平成八年七月八日=全体報告)等の提言を踏まえ、平成八年度から近
代遺跡の全国調査を実施する。

対象とする時期

対象とする遺跡の時期は、幕末・開国頃から第二次世界大戦終結頃までとする。

対象とする遺跡の分野区分

調査の対象は、政治・経済・社会・文化・その他のすべての分野にわたるがー・次のー
ーの分野区分に従い調査を行う。

・経済[cirl]鉱業[cir2]エネルギー産業(鉱業を除く)[cir田重工業[cir4]軽工業
[cir5]交通・運輸・通信業[Cシ田商業、金融業[Cル刀農林水産業

・社会[cir釘社会(生活様式、都市計画、保健・衛生、福祉、社会運動等)
・政治[clr田政治(立法、行政、司法、外交、軍事、政治運動等)
・文化[C浦0]文化(学術、芸術、教育、情報伝達等)
・その他'[C加1]その他(前記[cirl]~[cirlo]に属しない分野)

選択の基準^

今回の調査は、近代の歴史を理解する上で欠くことのできない重要な遺跡にっいて、国
および地方公共団体の適切な保護を図るための基礎資料を得るため、近代の遺跡の

遺存状況について調査するものである。

(ー)調査の対象とする遺跡は、次のア及びイを満たすものとする。

ア次のいずれかに該当するものであること。

[C加]我が国の近代史を理解する上で、欠くことができない遺跡であること。

[clr2]近代史の各分野において、学術研究上重要な意義を有する遺跡であること。

[clr3]各地域における近代史の特徴をよく示す遺跡であること。

イ遺跡の保存状況が良好で、遺跡にかかわる建造物、遺構、敷地等が良好に保存さ
れており、学術的価値が高いこと。

( 2/19 )
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(ニ)留意事項

[cirl]近代の歴史事象に直接又は密接にかかわる遺跡を対象とし、記念碑・顕彰碑
復元建物等の二次的な遺跡は対象としない。

[Cル2]移築された建造物等であっても、歴史的意義を有する物件は調査の対象とする。

[clr3]近世以前から続いている遺跡であっても、近代の遺跡としての特色を備えてい
る遺跡は調査の対象とする。

四調査の方法

(ー)調査は、平成八年から概ね八年計画で実施する。

(ニ)調査は、所在調査と詳細調査の二段階に分けて行う。

[cirl]所在調査。

所在調査は、ーー分野のうち三~四分野づつ平成八年度から三年間で行う。

[cir2]詳細調査。

詳細調査は、各分野ごとに、第一年度に検討委員会により詳細調査の対象となる遺跡
の選定、第二年度に調査の実施、第三年度に調査報告書の作成と保存を要する
遺跡の選定、の三年計画で行う。平成九年度以降、同一五年度までの間に、所在調査
の終了した分野のうち二~三分野ずつ年次計画により行う。偶1絲氏詳細スケジュール表
参旦鴛)

五所在調査

(ー)所在調査は、近代遺跡の全国的な所在状況を把握することを目的とし、各都道府

県教育委員会に依頼し、市町村教育委員会や都道府県および市町村の関係部局・機
関等の協力を得て実施する。

(ニ)所在調査のデータは、所在調査票に記入し、毎年度一一月末まで(平成八年度
は一月末まで)に文化庁に提出する。偶1絲氏所在調査票様式参照)その際、Aランク遺跡

(左記(四)参照)については、写真ミ~四点(スライドとも)も合わせて提出されたい。

(Ξ)調査項目は次の通りとする。

分野、遺跡の名称二所在地三所有者四年代五遺跡の説明

六保存の状態七管理の状況八指定の有無九遺跡の評価
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(四)遺跡の評価にっいては、三(ー)の選択の基準に照らして遺跡を評価し、A、B、C
の三段階にランク付けを行う。

その際、我が国の近代史を理解する上で欠くことのできない遺跡をA、各地域の近代史
を理解する上で特に重要な造跡をB、その他の遺跡をCとする。

六詳細調査

(ー)詳細調査は、遺跡の歴史的意義、保存状態等について詳細な調査を行うことを
目的に、当該遺跡に詳しい専門家等に委嘱して行う。

(ニ)詳細調査の実施に当たっては、都道府県・市町村教育委員会に対し、資料提供
及び現地調査への協力を依頼する。

詳細調査の結果は、所定の調査票に記入し、毎年度三月末までに文化庁に提出(三)

する。

(四)詳細調査の調査票には、遺跡の立地、成立年代、歴史的変遷、遺跡の現況、保
存修理の経緯、遺跡の文化財的価値、関連する古絵図、古写真、古文献の所在、調
査.研究歴等について、六、000字(四00字詰原稿用紙一五枚)程度にまとめて記
述する。

また、次の資料を添付する。

a 遺跡の現況写真一0枚程度、関連する古絵図の写真・古写真一0枚程度
b 遺跡についての調査報告書・研究論文等のりスト

※調査スケジュール表([cirl]、[cir2]、[cir3]・ーは分野を示す。)

(平成八年から平成一五年の期間に於いて、平成八年から平成一0年に所在調査を、
平成九年から平成一五年に詳細調査(対象遺跡の選定、調査、報告書作成)を行う。)
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(2)"近代遺跡調査実施要1頁'と"養生所/(長崎)医学校等遺跡"の実態との比較

対象とする時期

当紗遺跡は、対とる

対象とする遺跡の分野区分

当紗遺跡は,遷

影纓る分臂のハ点としての歴史

選択の基準

(ー)調査の対象とする遺跡

に合しま

士会

当紗遺跡はア及びイ満たし

ア次のいずれかに該当するものであること。

台文化

Cirl

イ遺跡の保存状況が良好で、遺跡にかかわる建造物、遺構、敷地等が良好に保存さ
れており、学術的価値が高いこと。

第二次海軍伝習で来日したポンぺは、養生所の建設にあたって"新鮮な空気が通る、
清潔な水の豊富な小高い丘の上で、街の外であるが病人の運搬に便利な場所"と献策
して、この献策に適う場所として小島郷字佐古が選ぱれました。

遺跡は、周辺近隣と共に旧来の地形や遺跡の要素が良好に保存され、遺跡の全体に

地上遺構と地下遺構が散在し、敷地が完存しその大きさが完全に保存されています。

江戸期より明治期に、施設の発展の画期にそうと意識して撮影されたと推測する全体の
写真、主に人物を記念して適宜撮影された施設を背景とする時々の写真、医学校の各
時時期の図面、当時の関係者の記述、が現存して知られ、現在までに遺跡の時代の次
の時代の土地の用役によって失われた地上建造物と地下遺構の実態を補います。

発掘等調査の成果と現存する必要な時期を的確に捉えた精度の高い資料群は、施設

の変遷を具体的に、良好な精度の再現性を以って、提示します。

私達は、遺跡の実態と現存する各種資料より土木造成と施設拡張発展の遺跡として完

成された痕跡である"土地の造形"について世界遺産条約履行上例外的に正当化され

る憶測の余地のない再建によって、当該遺跡の本来あるべき本源的な価値の重要な側

面を、又、現代のICTa"f俳motio" communi0飢ion T.oh"010gy)を活用して資料情報を

発信し、当地で活動する人物や地上建造物や土地の造形を含めた在りし日の姿を、皆
様の目前に提示することが可能です。

Clr2

の也の五工

に百

Cir3 の全てにき夛当しま

る遺跡で

の内六の大"の

査の対とる遺跡に△しま

洞/ に

当診遺跡は吉辺近来と遺跡の良好な{態と現子る

互にネ'るーの子土として土り の子土は官い{お珀勺西古

( 5/19 )

頁生と"応の官い

しま

羊か

二

三

晝



(ニ)留意事項

[cirl]当紗遺跡は当診の歴史

[。ir3]当診'生跡は近から,キきまが近代の遺跡としての寺色芹える生跡で

四調査の方法

平成八年から平成一五年の期間に所在調査と詳細調査(対象遺跡の選定、調査、報告
書作成)が予定され、実施されました

五所在調査

(ー)所在調査は、近代遺跡の全国的な所在状況を把握することを目的とし、各都道府
県教育委員会に依頼し、市町村教育委員会や都道府県および市町村の関係部局・機
関等の協力を得て実施されました

に官又は蜜にかかる通呈、で

当紗'血跡は F 土む査がなれていないよ'で

(三)調査項目は、一分野、遺跡の名動
跡の説明六保存の状態七管理の状況

当診生1ハについて B となっている工はーつもりません

(四)遺跡の評価にっいては、Ξ(ー)の選択の基準に照らして遺跡を評価し、又、我が
国の近代史を理解する上で欠くことのできない遺跡をA、各地域の近代史を理解する上
で特に重要な遺跡をB、その他の遺跡をC、と三段階にランク付けを行います

当討遺1ハは Aランク及び Bランクに合しま

六詳細調査

(ー)詳細調査は、遺跡の歴史的意義、保存状態等にっいて詳細な調査を行うことを
目的に、当該遺跡に詳しい専門家等に委嘱して行うものです

所在地三所有者四年代五遺

八指定の有無九遺跡の評価です

当診'生跡は

(四)詳細調査の調査票は、遺跡の立地、成立年代、歴史的変遷、遺跡の現況、保存
修理の経緯、遺跡の文化財的価値、関連する古絵図、古写真、古文献の所在、調査
研究歴等にっいて、六、000字(四00字詰原稿用紙一五枚)程度にまとめて記述し
資料(a 遺跡の現況写真一0枚程度、関連する古絵図の写真・古写真ヤ0枚程度 b
遺跡にっいての調査報告書・研究論文等のりスト)を添付するものです

査がなされていないよーで
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Ⅲ.参考事項

1.特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準
(昭和二十六年五月十日文化財保護委員会告示第二号)
昭和三十年五月二十五日文化財保護委員会告示第二十九号改正
平成七年三月六日文部省告示第二十四号改正

、

史跡

左に掲げるもののうち我が国の歴史の正しい理解のために欠くことができず、かつ、そ
の遺跡の規模、遺構、出土遺物等において学術上価値あるもの

貝塚、集落跡、古墳、その他この類の遺跡
都城跡、国郡庁跡、城跡、公官庁、戦跡その他政治に関する遺跡
寺社の跡又は旧境内その他祭杷信仰に関する遺跡

四学校、研究施設、文化施設その他教育・学術・文化に関する遺跡
五医療・福祉施設、生活関連施設その他社会・生活に関する遺跡
六交通・通信施設、治山・治水施設、生産施設その他経済・生産活動に関する遺跡
七墳墓及び碑

八旧宅、園池その他特に由緒のある地域の類
九外国及び外国人に関する遺跡

特別史跡

史跡のうち学術上の価値が特に高く、我が国の文化の象徴たるもの

2.インターネット上の記載より

・「近代化遺産」又は「近代遺産」について

..'文化庁は、平成に入ってから「近代化遺産」の実態調査に向けた検討を行い、平成
2年(1990)年度より全国の都道府県を対象とした「日本近代化遺産総合調査」事業
(以下「近代化遺産調査」)を、国庫補助事業として開始しナこ。
その目的は、次のように述べられている。「わが国の近代化遺産は技術革新や産業構

造の変革、経済効率の問題などにより取り壊しや改変が進行している。従ってこれらの
分野の文化財につぃて早急、に実情を把握し、重要なものにっいては保護の措置を検討
する必要があるため、総括的な調査を実施し基礎資料を収集するものである。」
当時の事業担当者であった斎藤英俊氏(建造物課文化財調査官)1訂建築年報1羽1』

(日本建築学会)で、その対象にっいて「近代的手法によって造られた建造物(各種の構
築物、工作物を含む)で産業・交通・土木に関わるもの」とし、ほぼこの見解に沿ったか
たちで調査は進められている。具体的には、以下のような遺産が対象とされており、そ
の内容は不動遺産だけでなく、デザイン等を含んだ有形・無形の文化遺産など、多岐に
渡っている。(※一覧表より抜粋':産業関係、鉄道関係、交通関係、港湾関係、土木関係
の建造物・構築物・、工作物、その他上記施設と関わりのあった設備、機械、家具、備品
類や機関庫、車両、自動車なども含む)
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こうした「近代化遺産調査」の大きな意義は、従来の文化財と異なり、単体の文化財

(建造物等)ではなく、文化財を中心としたシステム全体で捉えられていることである。

文化庁は、「鉱山施設を例にとれぱ、鉱石を掘る工場の施設、事務所の建物、本社が

ある施設、従業員宿舎、従業員の娯楽施設の映画館などの会館、鉱石を運ぷ鉄道施設、

港湾施設、そういうものが一括して残っている場合には、全体を一構えとして保存してい

<」という見解を示しており、文化遺産の保護を「空間」として捉えている。また、現在、文

化庁では、単体としてのハードからシステムとしてのソフトまで及ぶ考え方をさらに広げ、

その活用についての調査研究(『近代の文化遺産の保存と活用に関する調査研究』)も

実施された。
屑開盾
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Ⅳ.魅力ある都市づくりへの都市基盤として

{現した歴史上[は当討'生呈、の亟めて大きな歴

るとえま

2018年(平成30年)1月30日火曜日長崎新聞朝刊一面に記事「東京一極集中が加

速」、三面に関連記事が掲載され、26日に開かれた総務省の会合では有識者から"自

治体の支援策はどこも横並びで、ニーズと合っていない""まず移住のべースとなる魅力
ある地域づくりが必要"などの意見があった、野田総務相は16日都内の講演で"ハード

ルの高い移住ではなく、観光振興で旅行者を増やし、その地域に関心をもってもらうこと

が大事"と訴えた、と紹介されています。

私達は、遺跡を含む文化財を、観光動員のしくみ/装置、観光施設と位置付けることは
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V,その他

1."遺跡"について

(1)"遺跡"は、一般に、人類の活動の痕跡、とされています。
遺跡は、"遺構"(不動産的なもの)ど'遺物"(動産的なもの)より,構成されるとされます。
遺跡は、現在の瞬間より過去の人類の活動の痕跡の全てを考察対象とする概念です。

(.2)

ら人

の

ム達は文化&

の

文化財、遺跡は、人類の誕生以来、随所に連綿と連続して存在する、人類の存在の証
であり、足跡であり、文献や画像資料が概念であることに対して、実体として概念の限界
を超越した明確さで事象を表象し、人類の過去の存在とその在り方を示唆します。

/力の如き

土と共に朱む

遺跡は人来が知恵(

ノ

文化財、遺跡は、人類の認識に、常に、文献や画像資料を越えた、新しし.、歴史概念を提
供してきました。

り互いに消し'ことがってはならないとえま土で

土でり(ースコー洞声などがりま

文化財、遺跡は、人類の認識にとって、重要で、'不可欠の存在です。

私、達は、文化財、遺跡が、人類の過去を明示することで、人類の現在と未来を示唆する
と考えます。

由化一

私達日本人は「百聞は一見に如かず」と申します。

ム達は人"が自らの過去と工土と

る文化a

r^

2.養生所/(長崎)医学校等遺跡の範囲

私達は、長崎市に、遺跡として、その運営と期間と拡充と空間が連続して一体である、
江戸末期の、養生所(病院、医学所)、精得館(医学所、病院、分析窮理所)、明治期か
ら昭和前期(昭和28年頃)に至る、長崎府医学校(及び病院)力喝第五高等中学校医学
部等の分教場まで、外周/構内道路、梅毒病院から小島病院まで、を"中核区域"として、
江戸後期より整備され始め明治期へ掛けて、菜園、果樹園、体操場として運用されたと
推測する中核区域の南西に隣接する区域を"運用区域"として、医学校に関係するオラ
ンダの人々に.cho01宮討d印として親しまれ、明治前期に長崎病院が新築運営された
旧大徳寺境内(庫裏一帯、参道、梅香崎天満宮、大楠神社を含む)を"関連区域"として、

人沃の子土と双子

血跡

ヤした,

ら破1 し

か

i

の子土のもの

ることがってはならないとえま

えの連,売る遺跡として、全体の保存を要望しています。

王 る ーの{で
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3.養生所/(長崎)医学校等遺跡の世界史上意義/日本史上意義

(1)養生所/(長崎)医学校等遺跡の世界史上意義

私達は、現代の人類の世界の社会について、'人類の個人の自由の再発見と、自然科学
の探求と応用(有用性の活用)、を本源的に普遍的な要素として成立している、と理解し
ています。

私達は、西欧社会の近代の過程において、近代国家、国民(民力知国家が形成され、又、
個人の自由が保護され、又、自然科学の探求と応用が展開され、又、人類の利便と経
済を拡張してきた、と理解しています。

西欧の中世から近代にかけて、個人の自由の保護と自然科学の取扱いと利便と経済の

拡張は、西欧諸国の植民地主義を基盤に拡張されます。

第二次世界大戦の終結を契機に、世界に国民(民力知国家が形成され敷衍します。

現在では、世界の広範な地域に、国家による個人の自由の保護と自然科学の取扱いが

敷衍しています。

私達は、現在の世界の情勢について、又は、グローバライゼーシヨンについて、個人の
自由が世界の広範な範囲に敷衍し、自由な個人が、国家の枠組みを超えて活動する社
会である、と理解しています。

私達は、人類に普遍的に、個人の自由と、自然科学の探求と応用、を基盤とした社会を、
近代、現代の"世界モデル"であると理解しています。

私達は、日本の開国、続く、日本の近代国家、国民(民族)国家としての国家の独立の

維持、即ち、国民国家による個人の自由の保護と、自然科学とその応用である近代科
学技術の自立的展開は、人類の歴史上はじめて、世界の人々に、個人の自由や自然

科学への取り組みが、人類の全ての人々にとって普遍的である可能性があると、立証し
た、と考えます。

私達は、日本の開国の当時、世界は西欧諸国による植民地主義が敷衍し、西欧諸国の
人々は、個人の自由や自然科学の取扱い、又は、文明は、西欧諸国のものであると認

識していた、と理解しています。

1854年日本が日米和親条約によって開国し、1858年日本は日米修好通商条約を締

結、1862年アメリカでりンカーンが奴隷解放を宣言、19卞1年清国では孫文達の中国
革命(辛亥革命)により1912年中華民国が建国され、1945年に第二次世界大戦が終
結し、その後、アジア・アフり力・アメリカでは、諸国の独立が成立します。
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日本の開国は、資本主義の経済圏(世界市場)力赴也球を一周したことになり、世界的な
意義があると捉えられています。
1858年、マルクスはエンゲルスへの書簡に次のように記したそうです。
,ーブルジョア社会の固有の任務は、世界市場及びそ.の基礎の上に立っ生産を作り出
すことである。世界は円形であるから、このことは、カリフォルニア並びにオーストラリア
の植民地化と支那並びに日本の開放によって結末に至ってきたと考えられる。ー・(羽
仁五郎『明治維新史研究』1956年 P.94)
これは"世界の一体化"の一環として理解されています。

西欧社会では、12~13世紀の十字軍運動、モンゴル帝国の膨張、14世紀のルネサン
ス時代の科学的知見の拡大、舟亢海技術の発達、15世紀末から16世紀にてんかいされ
たヨーロッパ・キリスト教国の大舟亢海時代、南北アメリカ新大陸の発見と征服、新大陸で
産出するスペイン銀が世界共通通貨となり、資本主義的世界経済が準備され、近代世
界システムが形成され、'18~19世紀前半の産業革命期の西欧諸国の植民地拡大期
に世界の一体化はさらに進み、実体を具え、日本の開国と開港は、資本主義的な世界
の一体化が完成したことを意味する世界史的な出来事であった、とされています。(201
5Y-H治t0Ⅳ教材工房『世界史の窓』より要約)

日本の江戸幕府は、中国における英国ど青国との阿片戦争後の東アジア情勢に鑑み、
日本開国、即ち、世界の諸国、欧米諸国との条約の締結による国交の樹立、開港によ
る自由貿易での国力の蓄積が必要と判断して、決断し、之を実施、国内の社会基盤整
備として、長崎でオランダ国との国際事業として、長崎海軍伝習を長崎奉行所西役所と
大波止を拠点に実施して近代西洋海軍を創設、第二次海軍伝習では、長崎奉行所西
役所で医学伝習が成立して之を近隣の大村町の高島秋帆邸に移し、飽の浦で長崎製
鉄所を設立、第二次長崎海軍伝習の閉鎖後も、医学伝習と長崎製鉄所は存続し、長崎
製鉄所は購装岸壁を竣工して事業を継続、医学伝習は、佐古の丘に養生所(病院、医
学所)を設立して発展継承、養生所は精得館と改称して分析窮理所を併設します。一連
の施策は、近代西洋海軍の倉婚斐、近代西洋医学と近代西洋工場の導入、即ち、近代西
洋科学技術の移入ですが、一貫して自然科学が重視され教育されました。自然科学の
重視は、精得館に於ける自然科学の専門教育施設である分析窮理所の設立によって
その場を得ましナニ。

長崎での一連の耳外絲且みは、江戸築地の講武所内への軍艦教授所の設立、横浜製鉄
所/横須賀製鉄所の設立によって、関東地方での近代化の基盤となり、継承/展開され
ます。

これらの江戸幕府の耳処絲且みは、明治政府に継承され、長崎や関東で育成された人々
は、日本の近代国家としての仕組みの形成に広範な貢献をしてゆきます。

私達は、日本の近代国家、国民(民力知国家としての運営の最初の体系的な基盤は、江
戸幕府による長崎海軍伝習や医学伝習、長崎製鉄所の設立、江戸築地の軍艦教授所
の設置、欧米諸国への使節や留学生の派遣、養生所/精得館の設立、横浜製鉄所/横
須賀製鉄所の設立などの施策にょって形成された、と理解しています。
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一連の施策の当初から、日本の人々に自然科学が重視され、精得館に日本で初めて
の自然科学の専門教育/研究施設である分析窮理所が設置されたことは、日本の自然
科学の取り扱いにとって象徴的な出来事であり事象です。

私達は、日本の開国、及び、長崎海軍伝習、長崎製鉄所、養生所/精得館、その後の医
学校や病院の展開は、現在の世界の人々にとって、個人の自由と自然科学の取扱いが
普遍的であるとの事象、現在の"世界モデル"の発端であり、その形成の原初である、と
理解しています。
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(2)養生所/(長崎)医学校等遺跡の日本史上意義

①日本で最初の教育病院を附属して備える医学校です。
(養生所(病院、医学校):近代西洋医学による病院と医学キ却

②日本国内で自然科学が取り扱われる最初の専門の体系的な実践の場です。
(精得館の分析窮理所)

③第二次海軍伝習における医学伝習の成立と共に、日本で最初の体系的な近代西洋
医学の導入です。

④近代日本以降の全ての医学教育、医療、衛生概念/行政、薬事行政の直接の原点で
す。

⑤日本の大学(C011管.)の原点です。東京大学の前身です。'

⑥江戸幕府による日本開国に際する国内社会基盤整備の一環です。
江戸幕府は、日本開国と並行して、長崎海軍伝習や医学伝習、長崎製鉄所の設立、江
戸築地の軍艦教授所の設置、欧米諸国への使節や留学生の派遣、養生所/精得館の
設立、横浜製鉄所/横須賀製鉄所の設立など、国内社会基盤整備に尽力しました。

⑦教師や学生や関係者たちは、日本の社会の軍事、科学、政治、経済、生活の広範な
分野で活躍し、近代の日本の国家としてのしくみやかたちを形成し、継承/発展して日本
の国は明治20年代には世界的な業績を形成します。

⑧当紗遺品、は江一庁による日

のなかで一遺ιハとしての{熊

升 玉の

⑨幕府の日本開国や開国に伴う国内基盤整備や御一新以降の明治政府による継承と
の'斤t玉{としての歩み、そして、現代の生活は、日本の自然や風土を基盤として、

進力の

中世における精神生活の転換や貨幣経済の進展、日明貿易や戦国大名による領国経
営(石見銀山や大分の硫黄など資源開発と物産促進、東アジア交易)による国力の蓄
積、西欧諸国の人々の来訪、鎖国と徳川の平和、江戸幕府による西欧社会とアジアに
関する即ち世界情勢に係る情報収集と日本開国と国内社会基盤整備、明治の御一新

少なとえられる自然.{や

を経た近代国家、国民(民力剣国家への転換などの、歴/士会/思想の連,売生と内的
ホ化の'ちに

鋼玉に

当紗遺跡はこれの全て

"三
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4.養生所/(長崎)医学校等遺跡の本源的価値について

私達は、当該遺跡の本源的価値について、当該遺跡の歴史に関わる人々の活動の範
囲である当該遺跡の"中核区域"と"運用区域"及び"関連区域"の全体が、周辺の良好
に保存された地形と共に、完存することより、日本で最初の教育病院を付属して備えた
医学校として、江戸期に唯一存在した医学校及び病院として、設立された立地やその広
さ等の大きさや整備拡張の経過等の実態が、明治期に日本各地で設立された医学校
の{能、るハの比較の原点として、即ち例えるならぱ矢{上の

L工在在す亙処にある、と理解してし畉す。

私達は、当該遺跡は、発掘等調査の成果と現存する必要な時期を的確に捉えた精度の

高い資料群によって、その施設の変遷を具体的に、良好な精度の再現性を以って、提
示でき、現存する遺跡として、高い学術上価値を有する、と考えます。

5.2018年(平成30年)1月27日土曜日長崎新聞朝刊22面〔NEVVS論点]「大学教
育発祥地の完全保存を(齋藤寛(元長崎大学長)、朝長万左男旧赤長崎原爆病院名
誉院長)、相川忠臣(長崎大学名誉教授)、稲富裕和(日本考古学協会員)、共同執筆)」
への見解

私達は、斯かる、経験豊富な、人類社会の先達である先生方が、出島オランダ商館、海
軍伝習所、医学伝習所、長崎の養生所(病院、医学所)/精得館(医学所、病院、分析窮
理所)、致遠館、の歴史と遺跡を視野に(私達は之に英語伝習所を加えたいと考えま
す。)、当該遺跡群を"世界遺産に相当する"と位置づけ、当該養生所等遺跡について
"完全保存"が妥当と見解された事について、私達長崎市民と、長崎市議会、長崎市、
長崎市長、は重視し、例え、各局面で検討されJ劫斉され、決議された方針/予定がある
としても、より良い方向性が認識されれぱ、方向性を修正又は変更することが賢い即ち

賢明な態度であると考えることより、当該遺跡に関わる事象についてより良い方向性が
認識されたものと受け止め、長崎市に於いては当該遺跡にっいて完全保存への措置が
選択されるべきである、と考え、改めて、当診遺跡の'全

と

子 望しま 0
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6.個別の遺跡の評価と個別の遺跡の取扱い

ム達はさ別の'生跡の貯いは固別の'生跡のき、,西に基づいて仕署が'巽されなけれ
ぱならないとえていま

(1)個別の遺跡の評価について

私達は、個別の遺跡の評価にっいて、その遺跡の歴史上意義、学術上意義、学術上価
値に関して多様な文化的文脈、又は/及び、関係する広範な地域と分野の専門家によっ
て十分に調査・研究・考察・議論され、開示され、修正され、広く市民や県民や国民や世
界の人々に認知され、受け入れられ、共通認識を形成できるものでなければならないと
考えます。

(2)個別の遺跡の取扱いについて

き f1の通跡の旦的な又キいへの丑晋は
下においてカムめて巽

フ.養生所/(長崎)医学校等遺跡に関わる文化庁の見解について

私達は、当該遺跡に関わる文化庁の見解にっいて、下記の通り認識します。

(1)当該遺跡に関わる文化庁の主な見解は以下の通り

(長崎市が長崎市議会の2017年(平成29年)12月の教育厚生委員会の審査に提示
した資料より)

れるべきでるとえま

①養生所の病院の遺構について

口平成28年12月13日(火) 16:00~17:00 於文化庁
.体育館建設予定地における遺構の残存状況がよくないことから、国指定史跡にはなり
難い。

かる人まの共鞘認三'が形成された状況

②精得館の分析窮理所の遺構にっいて

口平成29年10月2日(月) 13:00~14:00 於文化庁
・分析窮理所の出土遺構の残り具合はよくない。

.国の史跡に指定するには、遺構だけでなく、遺跡を象徴するような遺物の存在も重要
であるが、分析窮理所でそのような遺物は出土していない。

.近代の国指定史跡は、遺構として当時の建物が保存されているケースが多く、それら
と比較して、今回の遺跡を国の史跡とするには保存状態は良くない。

( 16/19 )



口平成29年11月23日(木) 14:00~17:00 文化庁等による現地調査
文化庁文化財部記念物課から1名、専門家3名

(資料では"文化庁等見解"と記され、文化庁の見解については不明)
(【遺構の価値について】
.小島養生所等遺構は、日本初の西洋式近代病院であり、病棟と研究施設がそろって
近代的価値がある'分析窮理所も小島養生所と同じように考えていくのが妥当。
.遺構は、歴史的には十分意義があるが、遺構にづいては部分的なものに留まっている
国の史跡とするには歴史的価値と遺構の両方が残っていないと難しく、養生所を国の史
跡とするのは難しい。)

(2)当該遺跡に関わる文化庁の主な見解への私達の認識

①長崎市が長崎市議会の2017年(平成29年)12月の教育厚生委員会の審査に提示
した資料では、文化庁の見解は、養生所の病院の遺構、精得館の分析窮理所の遺構に
つぃて、即ち、当該遺跡の一部分の遺構それぞれに限定して提示された見解であり、遺
跡全体にっいての統合された又は遺跡に対する包括的な検討に基づく見解ではない。

②当該遺跡に関わる現時点の文化庁の見解は、資料上又は初めての視察に基づく、当
該遺跡と他の遺跡との経験上の比較に基づく初期的一般的な見解であり、個別の遺跡
の評価又はその成熟に基づく見解ではない。

③個別の遺跡の取扱いは個別の遺跡の(包括的な)評価に基づいて措置が選択されな
けれぱならない。

4王

盲の艮πとして十分なものとえることはできない

占の文化庁の

(3)所感

当該遺跡は、養生所/(長崎)医学校等の後、長崎市佐古尋常高等学校、長崎市佐古国
民学校、長崎市立佐古小学校として運用されてきた経緯があり、養生所の病院の一帯
は病院等の比較的早い時期より盛土があり、分析窮理所の遺構の一帯は当時の図面
や写真から昭和40年代まで地上遺構として又小学校施設として運用された後に鉄筋校
舎建設に際して盛土されたと推測でき、運動場一帯は、長崎市佐古尋常高等学校時代
よりの敷地の削平と盛土と撹乱が推測でき、遺跡の遺構は、未だ当該遺跡の未調査の
各所に遺存すると推測でき、一方、当該遺跡の危険を伴う異物は小学校時代に積極的
に除去されたとも推測できます。

"は当紗'虫跡の目

ム達は文化庁の

らない文化a、遺跡

的な亘吋い

なけれぱならないと考えま
なぜならぱ、ム達は、文化庁の比・方が文化E 遺跡
えており文化R、遺跡破1 して欠しいとはえていない、と

{し又は破1

力

文化a、遺跡破1

子しる北/

る

して討し整井してj 用るテ皀{な基盤と為さ

る艮πとして取り扱'ことがってはな
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8.養生所/(長崎)医学校等遺跡への個別の遺跡の評価と個別の遺跡の取扱い

(1)養生所/(長崎)医学校等遺跡への個別の遺跡の評価にっし,、て

◎ 2018年(平成30年)1月28日日曜日当該遺跡を視察調査され・た、九州考古学
会/福圖大学人文学部歴史学科(考古学)桃崎祐輔教授は、当該遺跡にっいて、「この
遺跡のように遺跡として複雑な実態を有する遺跡は、的確な遺跡の把握への観点より、
本来、調査指導委員会を設置する等、広く各分野の複数の専門家によってその実態が
明らかにされる必要がある」旨見解されました。

私達は、当該遺跡に関わる歴史的事実が、世界の歴史上に於いて、それまでの世界の
歴史上の意義に深く関連し、その後の世界の歴史上に広く普遍的な影響を及ぼしてい
る事、又、日本の歴史上に於いて、日本の開国までの歴史上の意義を集約し、開国後
の日本の歴史上に広範な影響を及ぼしている事、世界と日本国内に、関連分野、文献
資料、写真や図面等の画像資料、関連遺跡、が散在すること、当該遺跡の実態が複雑
であること、より、世界の又は日本の又は長崎の広範な異なる文化的文脈を有する、広
範な地域の、及び/又は、異なる学術上の分野の複数の専門家によって、調査・研究・
考察・議論され、開示され、修正され、評価の総合が進められ、即ち、'当該遺跡の個別
の遺跡の評価が形成されなけれぱならない、と考えています。

文化R や遺ιハの卦,西は

ム達は

に奴力しなくてはなしません

私達は、当該遺跡に係る個別の遺跡の評価が、人類社会に一定の共通認識として確立
されるまでに、数年から数十年の期間が必要である、と考えています。

(2)養生所/(長崎)医学校等遺跡への個別の遺跡の取扱いにっいて

汽jの枯別の文化E や遺ιハの三、,西が{に人"の並肩的な三"西でるよ'

々の人条の馬

ム達は

らかに当診生跡の旦的な牙吋いの丑署

い、と考えています

氏のV-6から8-a)より当診遺跡にハる個別の遺跡の昂'西の犬況は明

ム達は当討遣跡<む遣跡や文化B

の

品、や文化R のき、,西が共通認ぎ'として形成される以力に人々によって個別の遺跡や
文化a のモ;査/研売/を、,西/現状

によってホ化/ホしま

a の目

るなどの被害を及ぽすような意図的"置がとられることがあってはならない、と考えます
的な耳貯いの仕署もj {され且つ一音でも員1 や滅によって

{できる状況に至っているとは言えな

子以外の的にハるいかなる固別の遺跡や文化

剥こついて人々の

( 18/19 )
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9.まとめ

a)ム達は

副や滅によって

つてはならないとえま

(2)ム達は

所土地でる旧

生所/(

の゛号

一音でも昌j や滅によって

ることがってはならないとえま

才)矢一六一遺跡の取チいについて人々によって一音でも

没聿きル運当に対る代

れるなどの皮皇及ぼよ'な意図的仕署がとられることが

生,/(
大

Ⅵ.添付資料

討矢当六一造跡の耳貯いについて当診遺跡の

立佐古小一六地への鋼

『養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・イ籍蛋整備'公開に関する要望書皿
(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)』
2018年(平成30年)1月22日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

地が

2.精得館(医学所、病院、分析窮理所)、長崎医学校(及び病院)、長崎病院医学教場
第五高等中学校医学部、長崎梅毒病院、等の古写真六葉

れるなどの皮宝及ぽよーな意図的丑晋がとられ

テ為でる

土 る現況下において人々によって

大 J-

立仁田佐古小一

夛区 の

以上
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長崎市文化観光部長
長崎市まちづd佶B長
長崎市土木部長
長崎市環境部長
長崎市理材部長

股張一男
片江伸一様
吉田安秀様
草野孝昭様
三井敏弘様

生、

2018年(平成30年)1月22日月曜日

標記の件にっいて、別添書類の如く、長崎市小島の養生所/(長崎)医学校等遉跡の取
扱いにっいての要望書を長崎県及び長崎市の理事者の方々及び長崎市議会議長及び
長崎市文化財審議会長に提出いたしましたので御案内申し上げます。
本件要望書にっいて御検討いただけますようお願い申し上げます。

(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)

矢一'4
".

青:1、d)

養生所を考える会代表,池知和恭

1,別添書類

『養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・イ黙萎整備0公開に関する要望書Ⅲ(旧長崎
市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)1こついて』
一通

についての

言荏。藁女

白

の

公

"、『

に

四

・己

望皇Ⅲ

連絡先:要望者

養生所を考える会代表池知和恭
〒852-8127

長崎県長崎市大手二丁目十七一四十六一-0二
携帯電話 090-3730-1858

(電話 095-843-3491)

以上

( 1/1 )
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長崎県知事
長崎県教育委員会教育長
長崎市長
長崎市教育委員会教育長
長崎市議会議長
長崎市文化財審議会長

中村法道様
j也千公言成一
田上富久様
馬場豊子様
野口達也様
下川達彌

生、

2018年(平成30年)1月22日月曜日

( 1/1 )

標記の件について、別添書類の如く、長崎市小島の養生所/(長崎)医学校等遺跡の取
扱いについて要望いたします。

なお、当件の具体的な措置につきましては、2018年2月2日(金)までに、ご回答をくださ
るようお願い申し上げます。

(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)

について

矢一号交
^

,、の

養生所を考える会代表池知和恭

1.別添書類

『養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・保;隻整備・公開に関する要望書川』
一通

言荏。鷲て 1土。左§ に

記

専望圭Ⅲ

連絡先:要望者

養生所を考える会代表池知和恭

〒852-8127

長崎県長崎市大手二T目十七一四十六一-0二

携帯電話 090-3730-1858

(電話 095-843-3491)

以上

火

s.681000
長方形

s.681000
長方形



保存0イ堆・整備・公開に矧する望圭Ⅲ

生所(長崎)医学校等遺跡の

(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)

長崎県知事

長崎県教育委員会教育長

長崎市長

長崎市教育委員会教育長

長崎市議会議長

長崎市文化財審議会長

2018年(平成30年)1月22日月曜日

中村法道様

池松誠二様

田上富久様

馬場豊子様

野口達也様

下川達彌様

要望者

〒852-8127

長崎県長崎市大手二丁目十七・四十六・-0二

養生所を考える会代表池知和恭

連絡先 電言舌095-843-3491

携帯電言舌 090-3730-1858

.

s.681000
長方形



生、

1.要望

私達は、長崎市に、養生所/(長崎)医学校等遺跡にっいて、当該遺跡を文化財であると
認識することより、一部でも損壊や滅失によづて失われるなどの被害を及ぼすような意
図的措置をとらないことを要請します。

大

(旧長崎市立佐古.小学校地とその外周道路を中核として)

矢一'
J一ん'や写^

,、の 言荏。沫女 j生.左§, に
^に月
^ Ⅲ

〆
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".補足説明

(1)養生所/(長崎)医学校等遺跡の範囲について

私達は養生所/(長崎)医学校等遺跡の範囲を下記①②③によ嚇茸成されると考えます。

①養生所/(長崎)医学校等遺跡の"中核区域"
[現在の旧長崎市立佐古小学校の敷地と外周道路及び長崎市道稲田町6号線の北部
で西に隣接する稲田町の一音円
・江戸期の養生所(病院、医学所)、精得館(医学所、病院・、分析究理所)、明治期に入り
長崎府医学校(及び病院)を経て第五高等中学校医学部とその分教場(第五高等学校
医学部、長崎医学専門学校の時代を含む)、明治期の梅毒病院から昭和期の小島病院
へと推移した建物敷地及び当該敷地に接する又は内包する当該施設に由来する道路。
.一帯の西部にへールツの居宅である蓋然性が高い平屋建洋館を含み、一帯の東部の
二階建洋館も医学校関係者の居宅である可能性があります。
,この状況は、遺跡の地上遺構、文献資料、複数の医学校の図面、複数の精得館から
第五高等中学校医学部とその分教場、梅毒病院から小島病院の写真より理解できます。
.ヘールッの居宅については、prof' Harmen BeukerS が提示する De Bataafsc
he Leeuvv, Amsterdam,1987-Teacher among the Japanese-Le杜er b

Dr. K. VV. Gratarna considerin8 his stay ln Japan 1866-1871-130Py

1871-"Tuesday, May 11 及び a letter (by Esoher) 23.09.1873 によ
りその蓋然性が高いと理解できます。

②養生所/(長崎)医学校等遺跡の"運用区域"
[現在の稲田町の長崎市道稲田町6号線と館内町に挟まれて位置する稲田町の北部の
一帯]

.菜園と果樹園と初期の体操場とその付帯施設として運用されたと推測する一帯。

.この状況は、慶応年間の複数の精得館の写真、明治四年頃の医学校の写真、明治1
0~11年頃の医学校の写真より理解できます。

③養生所/(長崎)医学校等遺跡の"関連区域"
[旧大徳寺境内・庫裏・参道、梅香崎天満宮と大楠神社及び大楠一帯]
.振遠隊墳墓地、明治三年から明治四年英医ニュートンが梅毒病院を運営、エツシャー
が自身の日記で一帯をスクールガーデンと言及、佐古招魂社(梅香崎墳墓地)、勅使坂、
明治12年に大徳寺庫裏跡一帯に長崎病院が竣工(大正期に橋本大徳園として整備し
公開)した区域。

.医学校関係者が一帯を親しむ様子は、Pゆf. H討m.n Beuk.熔力誹是示する Di針
y of Escher 及び a 1巳廿er (by Escher) 23.09.1873 により理解できます。
.古写真の大徳寺跡一帯の木陰に時期によりいくっかの洋館である可能性がある映像
を確認できます。

これが洋館であれば医学校関係者の居宅である可能性があります。
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(2)"言酸剥呆存"と"移設(保存)"について

複数の識者が「'f記録保存"と"移設(保存)"の実態は遺跡の破壊である。」と明言してい
ます。

(3)"史跡"指定について

複数の識者が、"史跡"指定にっいて、「文部科学大臣力誹旨定する"史跡"であれ、地方
公共団体で指定する"史跡"であれ、"史跡"指定して、すぐに、その範囲に開発行為を
行うなど、災害時に於ける人命の優先などは考えられるが、普通は考えられない"との
日、明言又は指摘しています。

(4)長崎市立仁田佐古小学校の建設用地の決定の検討にっいて

長崎市立仁田佐古小学校の建設用地の決定の検討は、長崎市及び旧長崎市立佐古
小学校と旧長崎市立仁田小学校の両校区地域共に、当時の長崎市立佐古小学校地、
長崎市立仁田小学校地、その他の土地の候補のうちどこに決定するかを前提にその検
討が始まりました。

この事は、私達が申請して長崎市の情報公開制度により公開された小学校建設用地
決定の経過の公文書により確認できます。

( 3/3 )

Ⅲ.添付資料

(1)『"Geerts' house"と"schoolgarden" 1こつし、て
Prof. Harrnen BeukerS の提示

養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・保護・整備・公開(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)にっいて』
2m7年(平成29年)7月25日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

(2)『養生所/(長崎)医学校等遺跡の範囲の概念図』
2017年(平成29年)7月9日日曜日

改訂1:2017年(平成29年)7月23日日曜日養生所を考える会代表池知和恭
〆

以上

〆



"Geerts' house"と'schoolgarden 1こつし、て
Prof. Harmen BeukerS の提示 ^

^

養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・保護・整{肯公開(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として>にっいて

2017年(平成29年)7月25日火曜日
養生所を考える会代表池知和恭

ハルメン.ボイケルス教授が提示する a le廿er by Escher 23,09.1873 と hi
S d治Ⅳのオランタ活吾原文の記述、及び、 Dinsdael、1MeΠ971のオランタ語原文の
ハラタマの書簡の記述、に対する各英文訳は、以下の通りです。

・2016-6-22 From prof. Harmen Beukers
■■■■胴

1. frorn the Dia

"

Is a 'holy cernphor tree of lar宮e"1n th8 Schoolgarden there Slze; a pl

Cturesuque si宮ht

2'from a le廿er (b

Ja
,

anIn

J

"Geerts._...vvh0 ⅡVes on a h川 next to his hospital,from vvhere one ha
■

S a beautiful vieVゾ 0n the roadstead and city. The main entrance ls

broad staircase vvlth terrace and ternples on both sides shadedVew

by very heavy and cuNed plnes and camphor tre8S, one of vvhitch,t
hat has a partiヒUlar heavy and extended leaf canopy,is considered s

Of Escher:

"

acred by the Japanese

3. De Bataafsche Leeuvv Arnsterdarn 1987

( 1/1 )

Escher) 23.09.1873

Teaoher arnon

Leせ日r b

130

"Tuesday, May 11

in the Morning, Mansvelt comes to pick me up. we" visited Toubrink,
Hartrnans, Bohiens and tbe hospltal as vveⅡ as the laboratory.

■■■

The house 0十 Geerts is very nicely located,1n the middle of a minla
"

ture botanioa1 宮arden.'ー

私達は、以上より、1871年畷醐にはへールツカ妬升究所に等しい病院に近いと推測でき
るとても素敵な場所に位置する小さな薬園の庭園に囲まれた住宅に住んでいたこと、1
873年峡御ヘールッ・ハウスは、彼の病院の隣にあること、港の停泊所と市街を望む美
しい風景を伴っていたこと、玄関はテラスを伴うとても広い階段であること、又、旧大徳
寺境内や庫裏の一帯、即ち、松と楠の木立で薄暗い梅香崎神社と大楠神社、聖なる大
楠の一帯、の様子力靖舌題になっていたこと、旧大徳寺一帯が、schoolgarden と三器哉
されていナニこと、ハラタマカや1871年5月眺岬に長崎を再訪したこと、力旺里解できます。

以上

1871

Dr. K' W. Gratama considerin

the Ja anese

. ■

his sta 1866-1871

■
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参考新聞記事の紹介【養生所/(長崎)医デ校等這跡に閏連して】
2018年(平成30年)2月27日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

1 記事一覧

2015年(平成27年)11月14日(土曜日)日本経済新聞朝刊文化44面
[文化]「消えた豊臣の城実像に光」硫黄や銀で交易西国に外国人街

「大和郡山城」天守の存在が判明

「指月伏見城」石垣跡で場所特定

2015年(平成27年)11月14日(土曜日)日本経済新聞朝刊文化44面

[文化]「単戈国の世に国際派大名あり」硫黄や銀で交易西国に外国人街

2016年(平成28年)7月2日(土曜日)日本経済新聞朝刊文化44面

[文化]「アーキビスト育成急、げ」国際的に遅れ
「歴史資料の有効活用担う」「公文書の収集・保管」

2016年(平成28年)8月13日(土曜日)日本経済新聞朝刊文化40面
[文化]「シーボルトの種欧州で芽」民族学展示の原型に

「没後150年「日本博物館」構想に光」

2016年(平成28年)10月22日(土曜日).日本経済新聞朝刊文化40面
[文化]「考古学「現代」も視野」記憶残す有効な手段

「福島で震災の痕跡を収集」

2017年(平成29年)10月21日(土曜日)日本経済新聞朝刊文化40面

[文化]「文明開化の音江戸後期から」新視点の研究相次ぐ
「維新を期に近代化」より「連続性」重視

2伽7年(平成29年)11月4日(土曜日)日本経済新聞朝刊文化28面

[文化]「変わる室町観」関連本のブーム続く
「応仁の乱は地方分権」/「秩序あった」

「近世の城郭の起源?」信長の手法先取りか

2017年(平成29年)1月31日(火曜日)日本経済新聞朝刊

[文化往来]「芸術の起源は?」人類学・考古学から迫る

2017年(平成29年)5月13日(土曜勵日本経.済新聞朝刊九州・山口・沖縄38面
哨像~九州・j斬閣九州国立博物館館長島谷弘幸氏
「進化する博物館発信」天満宮と連携夜間会館実現ファン獲得へ「空飛ぶ館長」

(ν3 )



昭和八年(1933年)九月二十二日金曜日長崎日々新聞朝刊2面第三版
「西洋腎學の發祥地」小島病院を史蹟に文部省へ指定方を

2011年(平成23年)9月20日(火曜日)長崎新聞朝干1Π2面'
「長崎大学病院 150年のあゆみ」

2015年(平成27年)11月25日(フK曜日)朝日新聞朝刊 7面
「2030年の就業者推計全国都道府県で減少」■都道府県ごとの2030年の就業者数

2017年(平成29年)11月6日綱曜日)日本経済新聞朝刊 1面
「クールジャパン過半未達」戦略なき膨張規律欠く官民不透明な案件・'畔茶力力事業,

2017年(平成29年)11月22日(水曜日)長崎新聞朝刊地域総合22面

[ふるさと総合]「「長崎史観」推進を」日本の発信拠点
県立犬学・イ左野教授記念講演要旨「出島から考える「開国」」

2018年(平成30年)1月27日(土曜日)長崎新聞朝刊解説22面
[NEWS論点]「大学教育発祥地の完全保存を」小島養生所問題

齋藤寛(元長崎大学長)朝長万左男(日赤長崎原爆病院名誉院長)
相川忠臣(長崎大学名誉教授)稲富裕和(日本考古学協会員)

( 2/3 )



、

11.記事抜粋

・2018年(平成30年)1月1日月曜日日本経済新聞朝刊 1面

[パンゲアの扉[つながる世界]、1]

"溶けゆく境界もう戻れない""デジタルの翼、個を放つ""混迷の先描けるか"

「一握りの大国や大企業だけが力を振るってきたグローバリゼーションが変わる。小さな

国、小さな企業、そして個人。デジタルの翼に解き放たれ、境界を溶かしてゆく。つなが
る世界への扉が開いた。もう誰も後には戻れない。
■■岡

グローバリゼーションの起源と位置付けられる大舟亢海時代から約500年がたつ。腕力

で植民地を求めた国家が主役の時代、市場と労働力を海外に求めた企業が主導する
時代を経て21世紀。無数の個が新たな世界を拓(ひら)き始めた。
■■■

強国や巨大企業が影響力を広げてきたグローバル化の底流が変わっ,ている。米国な
どの保護主義や排他主義には、「持てる者」主導の限界が映る。
代わって浮かぶのはグローバル化の大波に取り残されてきた「持たざる者」たち。デジ

タルが生み出す行動力と発信力で、既存の秩序や枠組みを塗り替えていく。
「パンゲア」というー・つにっながる世界への扉。その先にある混迷を乗り越え、新たな

秩序を描けるか。昨日までとは違う新たなグローバリゼーシヨンが見えてくる。」

"パンゲア.ギリシャ語を起源とする「すべての陸地」の意味。現在の主要な大陸はかってーつにっながっていたと20世紀初頭に
提唱された学説にもとづく超大陸の名称。

△"「超大陸」へ恐れず前へ"6面/"ネットで縮まっナこ隔たり"7面

■[年表]グローバリゼーションの系譜1面/ネツトで縮まった隔たり7面
1488年バルトロメウ・ディアス喜望峰に到達(ポルトガル)、1492年クリストファー・コロンブスの大西洋横断(スペイン)、1498
年ヴァスコ・ダ・ガマインド航路開拓(カリカットに到達/ポルトガル)、アメリゴ・ヴェスプッチの「新大陸」調査(スペイン)、1500年、
ズ脱腺券代、症昆地生妾の台頭、1600年、1648年ウェストファリア条約、1700年、蓙美峯命、犬量粥迭僻代の寡屏"大180
0年、1850年代海底ケーブル敷設始まる、甜罪寛易オ儲ズ、1869年スエズ運河開通、1900年、1908年量産自動車「T型
フォード」発売、1914年パナマ運河開通/第一次世界大戦開戦、1920年ラジオ放送開始/国際連盟発足、俣謎貫易主轟の台頭、
1935年テレビ放送開始、1939年第二次世界大戦開戦、1944年ブレトンウッズ協定、1945年国際連合発足、1950年代
ジェット旅客機の就航、1961年初の有人宇宙飛行、1962年初のテレビ衛生中継、1970年代パーソナルコンピユーターの登場、
1971年米、金とドルの交換停止発表、1980年代光海底ケーブルの普及始まる、新自曲主疾の台鯛、1989年べルリンの壁崩
壊、扮戦萠壊、1990年代後半インターネット普及、2000年、2000年代格安航空券(LCC)が台頭、2003年アツプル音楽配信
サービス開始、2006年フェイスブックー般向けにサービス開始/ツィッター短文投稿サービス開始、2007年Iphone(アイフォー
ン)発売/ネットフりツクスストリーミング配信開始、スマーβフォン晋及、 SNSぎ及、2008年リーマン・シヨツク、米金驫危鴛、2009
年仮想通貨ビットコイン登場、2010年ウーバーのスマホ配車サーピスがスタート写真投稿のインスタグラム登場、20T1年旧M
がA1のワトソンを開発、2010代半ぱあらゆるモノがネット1こつながる「10T」の活用広がる、2015年グーグルのアルファ碁がプロ
棋士に勝利、2m6年英、EU離脱の方針決定、2m7年トランプ米大統領が就任

・2018年(平成30年)1月3日水曜日~8日月曜日日本経済新聞朝干1"面

[パンゲアの扉[つながる世界],2、ト3、■4、ト5、ト6、ト刀

・2018年(平成30年)2月12日月曜日日本経済新聞朝刊 1面

【春秋】「ー・都市の魅力は歩いて楽しく、刺激を受ける点にある。日本人も外国人も思
わず歩きたくなる東京であってほしい。」

( 3/3 )



C匝亟〕

1.文化財保護法

第一章総則

にの法律の目的)

第一条この法律は、文化財を保存し、且つ、その活用を図,り、もつて国民の文化的向上
に資するとともに、世界文化の進歩に貢献することを目的とする。
(文化財の定義)

第二条この法律で「文化財」とは、次に掲げるものをいう。
一建造物、絵画、彫刻、工芸品、書跡、典籍、古文書その他の有形の文化的所産で我

が国にとつて歴史上又は芸術.上価値が高いものにれらと一体をなしてその価値を形成
している土地その他の物件を含む。)並びに考古資料及びその他の学術上価値の高い

歴史資料(以下「有形文化財」という。)

二演劇、音楽、工芸技術その他の無形の文化的所産で我が国にとつて歴史上又は芸
術上価値の高いもの(以下「無形文化財」という。)
三衣食住、生業、信仰、年中行事等に関する風俗慣習、民俗芸能、民俗技術及びこれ
らに用いられる衣服、器具、家屋その他の物件で我が国民の生活の推移の理解のため
欠くことのできないもの(以下「民俗文化財」という。)
四貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その他の遺跡で我が国にとつて歴史上又は学術
上価値の高いもの、庭園、橋梁、渓谷、海浜、山岳その他の名勝地で我が国にとつて芸
術上又は観賞上価値の高いもの並びに動物(生息地、繁殖地及び渡来地を含む。)、植
物(自生地を含む)及ぴ地質鉱物(特異な自然の現象の生じている土地を含む。)で我
が国にとって学術上価値の高いもの(以下「記念物」という。)
五地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された景観地で
我が国民の生活又は生業の理解のため欠くことのできないもの(以下「文化的景観」と
いう。)

六周囲の環境と一体をなして歴史的風致を形成している伝統的な建造物群で価値の

高いもの(以下「伝統的建造物君羊」という。)

2この法律の規定(第二十七条から第二十九条まで、第三十七条、第五十五条第一項
第四号、第百五十三号第一項第一号、第百六十五条、第百七十一条,及び附則第三条
の規定を除く。)中「重要文化財」には、国宝を含むものとする。
3この法律の規定(第百九条、第百十条、第百十二条、第百二十二条、第百三十一条
第一項第四号、第百五十三条第一項第七号及び第八号、第百六十五条並びに第百七

十一条の規定を除く。)中「史跡名勝天然記念物」には、特別史跡名勝天然記念物を含
むものとする。

(政府及び地方公共団体の任務)

第三条政府及び地方公共団体は、文化財がわが国の歴史、文化等の正しい理解のた
め欠くことのできないものであり、且つ、将来の文化の向上発展の基礎をなすものであ
ることを認識し、その保存が適切に行われるように、周到の注意をもってこの法律の趣
旨の徹底に努めなけれぱならない。

(国民、所有者の心キ淘

第四条一般国民は、政府及び地方公共団体がこの法律の目的を達成するために行う
(ν25 )
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措置に誠実に協力しなけれぱならない。

2文化財の所有者その他の関係者は、文化財が貴重な国民的財産であることを自覚し、

これを公共のために大切に保存するとともに、できるだけこれを公開する等その文化的
活用に努めなけれぱならない。

3政府及び地方公共団体は、この法律の執行に当つて関係者の所有権その他の財産
権を尊重しなけれぱならない。

第二章削除

第三章有形文化財

第一節重要文化財

第一款指定

(指定)

第二十七条文部科学大臣は、有形文化財のうち重要なものを重要文化財に指定する
ことができる。

2文部科学大臣は、重要文化財のうち世界文化の見地から価値の高いもので、たぐい

ない国民の宝たるものを国宝に指定することができる。
(告示、通知及ぴ指定書の交付)

第二十八条前条の規定による指定は、その旨を官報で告示するとともに、当該国宝又
は重要文化財の所有者に通知してする。

2前条の規定による指定は、前項の規定による官報の告示があつた日からその効力を

生ずる。但し、当該国宝又は重要文化財の所有者に対しては、同項の規定による通知

が当該所有者に到達した時からその効力を生ずる。
3前条の規定による指定をしたときは、文部科学大臣は、当該国宝又は重要文化財の

所有者に指定書を交付しなけれぱならない。
4指定書に記載すべき事項その他指定書に関し必要な事項は、文部科学省令で定め
る。

5第三項の規定により国宝の指定書の交付を受けたときは、所有者は、三十日以内に
国宝に指定された重要文化財の指定書を文部科学大臣に返付しなけれぱならない。

嫡¥除)

第二十九条国宝又は重要文化財が国宝又は需要文化財としての価値を失った場合そ
の他特殊の事由があるときは、文部科学大臣は、国宝又は重要文化財の指定を解除

することができる。

2前項の規定による指定の解除は、その旨を官報で告示するとともに、当該国宝又は

重要文化財の所有者に通知してする。

3第一項の規定による指定の解除には、前条第二項の規定を準用する。

4第二項の通知を受けたときは、所有者は、三十日以内に指定書を文部科学大臣に返
付しなけれぱならない。

5第一項の規定により国宝の指定を解除した場合において当該有形文化財につき重要
文化財の指定を解除しないときは、文部科学大臣は、直ちに重要文化財の指定書を所
有者に交付しなけれぱならない。
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第二款管理

(管理方法の指示)

第三十条文化庁長官は、.重要文化財の所有者に対し、重要文化財の管理に必要な指
示をすることができる。

炉斤有者の管理義務及び管理責任者)

第三十一条重要文化財の所有者は、この法律並びにこれに基いて発する文部科学省

令及び文化庁長官の指示に従い、重要文化財を管理しなけれぱならない。
2重要文化財の所有者は、特別の事情があるときは、適当な者をもつぱら自己に代り
当該重要文化財の管理の責に任ずべき者(以下この節及び第十二章において「管理責

任者」という。)1こ選任することができる。
3項省略

4管理責任者には、前条及び第,一項の規定を準用する。

(所有者又は管理責任者の変更)

第三十二条重要文化財の所有者が変更したときは、新所有者は、文部科学省令の定
める事項を記載した書面をもつて、且つ、旧所有者に対し交付された指定書を添えて、
二十日以内に文化庁長官に届け出なけれぱならない。

2重要文化財の所有者は、管理責任者を変更したときは、文部科学省令の定める事項
を記載した書面をもつて、新管理責任者と連署の上二十日以内に文化庁長官に届け出
なけれぱならない。

3重要文化財の所有者又は管理責任者は、その氏名若しくは名称又は住所を変更した
ときは、文部科学省令の定める事項を記載した書面をもつて、二十日以内に文化庁長
官に届け出なけれぱならない。氏名若しくは名称又は住所の変更が重要文化財の所有
者に係るときは、届出の際指定書を添えなけれぱならない。
(管理団体による管理)

第三十二条の二重要文化財につき、所有者が判明しない場合又は所有者若しくは管
理責任者による管理が著しく困難若しくは不適当であると明らかに認められる場合には、
文化庁長官は、適当な地方公共団体その他の法人を指定して、当該重要文化財のた
め必要な管理(当該重要文化財の保存のための必要な施設、設備その他の物件で当
該重要文化財の所有者の所有又は管理に属するものの管理を含む。)を行わせること
ができる。

2前項の規定による指定をするには、文化庁長官は、あらかじめ、当該重要文化財の
所有者(所有者が判明しない場合を除く。)及び権原に基く占有者並びに指定しようとす
る地方公共団体その他の法人の同意を得なけれぱならない。
3、 4、 5、 6項.省略

(所在の変更)

第三十四条重要文化財の所在の場所を変更しようとするときは、重要文化財の所有者
(管理責任者又は管理団体がある場合は、その者)は、文部科学省令の定める事項を
記載した書面をもつて、且つ、指定を添えて、所在の場所を変更しようとする日の二十
日前までに文化庁長官に届け出なけれぱならない。但し、文部科学省令の定める場合
には、届出を要せず、若しくは届出の際指定書の添附を要せず、又は文部科学省令の
宗める山こスに上り戸斤存の揚戸斤穿磨軍1'ナー傍届け州るこン穿手'つマ、足Uる,
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第三款保護

(修理)

第三十四条の二重要文化財の修理は、所有者が行うものとする。但し、管理団体があ
る場合は、管理団体が行うものとする。
(管理団体による修理)

第三十四条の三省略

(管理又は修理の補助)

第三十五条省略

(管理に関する命令又は勧告)

第三十六条省略

(修理に関ずる命令又は勧告)

第三十七条省略

(文化庁長官による国宝の修理等の施行)

第三十八条、第三十九条、第四十条、第四十一条省略
帥幽■

(現状変更等の制限)

第四十三条重要文化財に関しその現状を変更し、又はその保存に影響を及ぼす行為
をしようとするときは、文化庁長官の許可を受けなけれぱならない。ただし、現状の変更
にっいては維持の措置又は非常災害のために必要な応急措置を執る場合、保存に影

響を及ぼす行為については影響の※裂散である場合は、この限りではない。
2前項但書に規定する維持の措置の範囲は、文部科学省令で定める。
3文化庁長官は、第一項の許可を与える場合において、その許可の条件として同項の
現状の変更又は保存に影響を及ぼす行為に関し必要な指示をすることができる。
4、5、6項省略
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岡■■

(国に対する売渡の申出)

第四十六条重要文化財を有償で譲り渡そうとするする者は、譲渡の相手方、予定対価
の客亘(予定対価が金銭以外のものであるときは、これを時価を基準として金額に見積っ
た額。以下同じ。)その他文部科学省令で定める事項を記載した書面をもって、まず文
化庁長官に国に対する売渡しの申出をしなけれぱならない。
2前項の書面においては、当該相手方に対して譲り渡したい事情を記載することができ
る。

3文化庁長官は、前項の規定により記載された事情を相当と認めるときは、当該申出
のあつた後三十日以内に当該重要文化財を買い取らない旨の通知をするものとする。

4、5項省略

(管理団体による買取りの補助)

第四十六条の二'国は、管理団体である地方公共団体その他の法人が、その管理に係
る重要文化財(建造物その他の土地の定着物及びこれと一体のものとして当該重要文
化財に指定された土地に限る。)で、その保存のため特に買い取る必要があると認めら
れるものを買い取る場合には、その買取り1こ要する経費の一部を補助することができる。
2 省略



第四款公開

(公開)

第四十七条の二重要文化財の公開は、所有者が行うものとする、但し、管理団体があ
る場合は、管理団体が行うものとする。

2前項の規定、所有者又は管理団体の出品に係る重要文化財を、所有者及び管理団
体以外の者が、この法律の規定により行う公開の用に供することを妨げるものではない。
3管理団体は、その管理する需要文化財を公開する場合には、当該重要文化財につき

観覧料を徴収することができる。

(文化庁長官による公開)

第四十八条文化庁長官は、重要文化財の所有者(管理団体がある場合は、その者)に
対し、一年以内の期間を限つて、国立博物館(独立行政法人国立文化財機構が設置す

る博物館をいう。以下この条において同じ。)その他の施設において文化庁長官の行う
公開の用に供するため需要文化財を出品することを勧告することができる。

2文化庁長官は、国庫が管理又は修理につき、その費用の全部若しくは一部を負担し、

又は補助金を交付した重要文化財の所有者(管理団体がある場合は、その者)に対し、
一年以内の期間を限って、国立博物館その他の施設において文化庁長官の行う公開
の用に供するため当該重要文.化財を出品することを命ずることができる。
3、 4、 5項・省略

(所有者による公開)

第五十一条文化庁長官は、重要文化財の所有者又は管理団体に対し、三箇月以内の
期間を限つて、重要文化財の公開を勧告することができる。
2文化庁長官は、国庫が管理、修理又は買取り1こつき、その費用の全部若しくほ一部を
負担し、又は補助金を交付した重要文化財の所有者又は管理団体に対し、三箇月以内

の期間を限って、その公開を命ずることができる。
3、 4、 5、 6、 7項省略

(所有者等以外の者による公開)

第五十三条重要文化財の所有者及び管理団体以外の者がその主催する展覧会その
他の催しにおいて重要文化財を公衆の観覧に供しようとするときは、文化庁長官の許可
を受けなけれぱならない。ただし、文化庁長官以外の国の機関若しくは地方公共団体が
あらかじめ文化庁長官の承認を受けた博物館その他の施設(以下この項において「公
開承認施設」という。)において展覧会その他の催しを主催する場合又は公開承認施設

の設置者が当該公開承認施設においてこれらを主催する場合は、この限りでない。
2、3、4項省略

第五款調査

(保存のための調査)

第五十四条文化庁長官は、必要があると認めるときは、重要文化財の所有者、管理責
任者又は管理団体に対し、重要文化財の現状又は管理、修理若しくは環境保全の状況
につき報告を求めることができる。

第五十五条文化庁長官は、次の各号のーに該当する場合において、前条の報告によ
つてもなお重要文化財に関する状況を確認することができず、かつ、その確認のため他
に方法がないと認めるときは、調査に当たる者を定め、その所在する場所に立ち入つて

その現状又は管理、修理若しくは環境保全の状況につき実地調査をさせることができる。
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四省略、^、^、

2、 3、 4 省略

第六款雑則

(所有者変更等に伴う権利義務の継承)

第五十六条重要文化財の所有者が変更したときは、新所有者は、当該重要文化財に

関しこの法律に基いてする文化庁長官の命令、勧告、指示その他の処分による旧所有
者の権利義務を承継する。

2、3 省略

第二節登録有形文化財

(有形文化財の登ε剥

第五十七条文部科学大臣は、重要文化財以外の有形文化財(第百八十二条第二項に
規定する指定を地方公共団体が行つているものを除く。)のうち、その文化財としての価
値にかんがみ保存及び活用のための措置が特に必要とされるものを文化財登録原簿
に登録することができる。

2文部科学大臣は、前項の規定による登録をしようとするときは、あらかじめ、関係地方
公共団体の意見を聴くものとする。

3文化財登録原簿に記載すべき事項その他文・化財登録原簿に関し必要な事項は、文

部科学省令で定める。
罫■閉

(登録有形文化財の登録の抹消)

第五十九条省略
匿■胃

(登録有形文化財の公開)

第六十七条登録有形文化財の公開は、所有者が行うものとする。ただし、管理団体が
ある場合は、管理団体が行うものとする。

2前項の規定は、登録有形文化財の所有者及び管理団体以外の者が所有者(管理団
体がある場合は、その者)の同意を得て、登録有形文化財を公開の用に供することを妨
げるものではない。

3、4 省略

第三節重要文化財及び登録有形文化財以外の有形文化財

(技術的指導)

第七十条重要文化財及び登録有形文化財以外の有形文化財の所有者は、文部科学
省令の定めるところにより、文化庁長官に有形文化財の管理又は修理に関し技術的指
導を求めることができる。

第四章無形文化財省略

第五章民俗文化財省略

■
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第六章埋蔵文化財

(調査のための発掘に関する届出、指示及び命令)

第九十二条土地に埋蔵されている文化財(以下「埋蔵文化財」という。)について、その
調査のため土地を発掘しようとする者は、文部科学省令の定める事項を記載した書面
をもって、発掘に着手しようとする日の三十日前までに文化庁長官に届け出なけれぱな
らない。ただし、文部科学省令の定める場合は、この限りではない。
2埋蔵文化財の保護上特に必要があると認めるときは、文化庁長官は、前項の届出に
係る発掘に関し必要な事項及び報告書の提出を指示し、又はその発掘の禁止、停止若
しくは中止を命ずることができる。

(土木工事等のための発掘に関する届出及び指示)

第九十三条土木工事その他埋蔵文化財の調査以外の目的で、貝づか、古墳その他埋
蔵文化財を包蔵する土地として周知されている土地(以下「周知の埋蔵文化財包蔵地」
という。)を発掘しようとする場合には、前条第一項の規定を準用する。同項中「三十日
前」とあるのは、「六十日前」と読み替えるものとする。
2埋蔵文化財の保護上特に必要があると認めるときは、文化庁長官は、前項で準用す
る前条第一項の届出に係る発掘に関し、当該発掘前における埋蔵文化財の記録の作
成のための発掘調査の実施その他の必要な事項を指示することができる。
(国の機関等が行う発掘に関する特伊D

第九十四条国の機関、地方公共団体又は国若しくは地方公共団体の設立に係る法人
で政令の定めるもの(以下この条及び第九十七条において「国の機関等」と総称する。)
が、前条第一項に規定する目的で周知の埋蔵文化財包蔵地を発掘しようとする場合に
おいては、同条の規定を適用しないものとし、当該国の機関等は、当該発掘に係る事業
計画の策定に当たつて、あらかじめ、文化庁長官にその旨を通知しなけれぱならない。
2文化庁長官は、前項の通知を受けた場合において、埋蔵文化財の保護上特に必要
があると認めるときは、当該国の機関等に対し、当該事業計画の策定及びその実施に
つぃて協議を求めるべき旨の通知をすることができる。

3前項の通知を受けた国の機関等は、当該事業計画の策定及びその実施にっいて、
文化庁長官に協議しなけれぱならない。
4文化庁長官は、前二項の場合を除き、第一項の通知があつた場合において、当該通
知に係る事業計画の実施に関し、埋蔵文化財の保護上必要な勧告をすることができる。
5前各項の場合において、当該国の機関等が各省庁の長(国有財産法(昭和二十三年
法律第七十三号)第四条第二項に規定する各省庁の長をいう。以下同じ。)であるとき
は、これらの規定に規定する通知、協議又は勧告は、文部科学大臣を通じて行うものと
する。

(埋蔵文化財包蔵地の周知)

第九十五条国及び地方公共団体は、周知の埋蔵文化財包蔵地にっいて、資料の整備
その他その周知の徹底を図るために必要な措置の実施に努めなけれぱならない。
2国は、地方公共団体が行う前項の措置に関し、指導、助言その他の必要と認められ
る援助をすることができる。

■
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(遺跡の発見に関する届出、停止命令)

第九十六条土地の所有者又は占有者が出土品の出土等により貝づか、住居跡、古墳
その他遺跡と認められるものを発見したときは、第九十二条第一項の規定による調査

に当たつて発見した場合を除き、その現状を変更することなく、遅滞なく、文部科学省令
の定める事項を記載した書面をもつて、その旨を文化庁長官に届け出なけれぱならな
い。ただし、非常災害のために必要な応急措置を執る場合は、その限度において、その
現状を変更することを妨げない。

2文化庁長官は、前項の届出があつた場合において、当該届出に係る遺跡が重要なも
のであり、かつ、その保護のため調査を行う必要があると認めるときは、その土地の所

有者又は占有者に対し、期間及び区域を定めて、その現状を変更することとなるような
行為の停止又は禁止を命ずることができる。ただし、その期間は、三月を超えることがで
きない。

3文化庁長官は、前項の命令をしようとするときは、あらかじめ、関係地方公共団体の
意見をきかなけれぱならない。

4第二項の命令は、第一項の届出があつた日から起算して一月以内にしなけれぱなら
ない。

5第二項の場合において、同項の期間内に調査が完了せず、引き続き調査を行う必要
があるときは、文化庁長官は、一回に限り、当該命令に係る区域の全部又は一部につ
いて、その期間を延長することができる。ただし、当該命令の期間が、同項の期間と通

算して六月を超えることとなつてはならない。

6第二項及ぴ前項の期間を計算する場合においては、第一項の届出があつた日から
起算して第二項の命令を発した日までの期間が含まれるものとする。

7文化庁長官は、第一項の届出がなされなかった場合においても、第二項及び第五項
に規定する措置を執ることができる。

8文化庁長官は、第二項の措置を執った場合を除き、第一項の届出がなされた場合に

は、当該遺跡の保護上必要な指示をすることができる。前項の規定により第二項の措
置をとつた場合を除き、第一項の届出がなされなかつたときも、同様とする。

9第二項の命令によつて損失を受けた者に対しては、国は、その通常生ずべき損失を
補償する。

10前項の場合には、第四十一条第二項から第四項までの規定を準用する。

(国の機関等の遺跡の発見に関する特仰D

第九十七条国の機関等が前条第一項に規定する発見をしたときは、同条の規定を適
用しないものとし、第九十二条第一項又は第九十九条第一項の規定による調査に当た

つて発見した場合を除き、その現状を変更することなく、遅滞なく、その旨を文化庁長官

に通知しなけれぱならない。ただし、非常災害のために必要な応急措置を執る場合は、

その限度において、その現状を変更することを妨げない。
2文化庁長官は、前項の通知を受けた場合において、当該通知に係る遺跡が重要なも

のであり、かつ、その保護のため調査を行う必要があると認めるときは、当該国の機関

等に対し、その調査、保存等について協議を求めるべき旨の通知をすることができる。

3前項の通知を受けた国の機関等は、文化庁長官に協議しなけ・れぱならない。
4文化庁長官は、前二項の場合を除き、第一項の通知があつた場合において、当該遺

跡の保護上必要な勧告をすることができる。

5前各項の場合には、第九十四条第五項の規定を準用する。
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^'●●^^、ーー^'■^

(文化庁長官による発掘の施行)

第九十八条文化庁長官は、歴史上又は学術上の価値が特に高く、かっ、その調査が
技術的に困難なため国において調査する必要があると認められる埋蔵文化財にっいて
は、その調査のため土地の発掘を施行することができる。
2前項の規定により発掘を施行しようとするときは、文化庁長官は、あらかじめ、当該土
地の所有者及び権原に基づく占有者に対し、発掘の目的、方法、着手の時期その他必
要と認められる事項を記載した令書を交付しなけれぱならない。
3第一項の場合には、第三十九条(同条第三項において準用する第三十二条の二第
五項の規定を含む。)及び第四十一条の規定を準用する。
け也方公共団体による発掘の施行)

第九十九条地方公共団体は、文化庁長官が前条第一項の規定により発掘を施行する
ものを除き、埋蔵文化財に.ついて調査する必要があると認めるときは、埋蔵文化財を包
蔵すると認められる土地の発掘を施行することができる。
2地方公共団体は、前項の発掘に関し、事業者に協力を求めることができる。
3文化庁長官は、地方公共団体に対し、第一項の発掘に関し必要な指導及び助言をす
ることができる。

4国は、地方公共団地に対し、第一項の発掘に要する経費の一部を補助することがで
きる。

^ー.司^重.^^、一甲゛ー^'^^■,Ξ゛゛^、J

冒■■

畔

叫

詞

■

.
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第七章史跡名勝天然記念物

(指定)

第百九条文部科学大臣は、記念物のうち重要なものを史跡、名勝又は天然記念物(以

下「史跡名勝天然記念物」と総称する。)に指定することができる。

2文部科学大臣は、前項の規定により指定された史跡名勝天然記念物のうち特に重要

なものを特別史跡、特別名勝又は特別天然記念物(以下「特別史跡名勝天然記念物」と

総称する。)に指定することができる。

3、 4、 5、 6項省略

(仮指定)

第百十条前条第一項の規定による指定前において緊急の必要があると認めるときは、

都道府県の教育委員会(当該記念物が指定都市の区域内に存する場合にあつては、

当該指定都市の教育委員会。第百三十三条を除き、以下この章において同じ。)は、史

跡名勝天然記念物の仮指定を行うことができる。

2、3項省略

(所有権等の尊重及び他の公益との調整)

第百十一条文部科学大臣又は都道府県の教育委員会は、第百九条第一項若しくは第

二項の規定による指定又は前条第一項の規定による仮指定を行うに当たつては、特に、

関係者の所有権、鉱業権、その他の財産権を尊重するとともに、国土の開発その他の

公益との調整に留意しなけれぱならない。

2、3項省略

(解除)

第百十二条省略

(管理団体による管理及び復旧)

第百十三条省略

(所有者による管理及び復旧)

第百十九条省略

(管理に関する命令又は勧告)

第百二十一条省略

(復旧に関する命令又は勧告)

第百二十二条省略

(文化庁長官による特別史跡名勝天然記念物の復旧等の施行)

第百二十三条省略

(現状変更等の制限及び原状回復の命令)

第百二十五条史跡名勝天然記念物に関しその現状を変更し、又はその保存に影響を

及ぽす行為をしようとするときは、文化庁長官の許可を受けなければならない。ただし、

現状変更については維持の措置又は非常災害のために必要な応急措置を執る場合イ

保存に影響を及ぼす行為については影響の軽微である場合は、この限りでない。

2前項ただし書きに規定する維持の措置の範囲は、文部科学省令で定める。

3、 4、 5、 6、 7項省略
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(環境保全)

第百二十八条文化庁長官は、史跡名勝天然記念物の保存のため必要があると認める
ときは、地域を定めて一定の行為を制限し、若しくほ禁止し、又は必要な施設をすること
を命ずることができる。

2前項の規定による処分によって損失を受けた者に対しては、国は、その通常生ずべき
損失を補償する。

3項省略

(管理団体による買取りの補助)

第百二十九条管理団体である地方公共団体その他の法人が、史跡名勝天然記念物の
指定に係る土地又は建造物その他の土地の定着物で、その管理に係る史跡名勝天然
記念物の保存のため特に買い取る必要があると認められるものを買い取る場合には、
国は、その買取り1こ要する経費の一部を補助することができる。
2項省略

(保存のための調査)

第百三十条文化庁長官は、必要があると認めるときは、管理団体、所有者又は管理責
任者に対し、史跡名勝天然記念物の現状又は管理、復旧若しくは環境保全の状況にっ
き報告を求めることができる。

第百三十一条省略

(登録記念物)

第百三十二条.文部科学大臣は、史跡名勝天然記念物(第百十条第一項に規定する仮
指定を都道府県の教育委員会が行ったものを含む。)以外の記念物(第百八十二条第
二項に規定する指定を地方公共団体が行つているものを除く。)のうち、その文化財とし
ての価値にかんがみ保存及び活用のための措置が特に必要とされるものを文化財登
録原簿に登録することができる。
2項省略

第百三十三条前条の規定により登録された記念物(以下「登録記念物」という。)にっい
ては、第五十九条第一項から第五項まで、第六十四条、第六十八条、第百十一条第二
項及び第三項並びに第百十三条から第百二十条までの規定を準用する。 ■叫 M

■
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第八章重要文化的景観

(重要文化的景観の選定)

第百三十四条文部科学大臣は、都道府県又は市町村の申出に基づき、当該都道府県
又は市町村が定める景観法(平成十六年法律第百号)第八条第二項第一号に規定す
る景観計画区域又は同法第六十一条第一項に規定する景観地区内にある文化的景観

であって、文部科学省令で定める基準に照らして当該都道府県又は市町村がその保存
のため必要な措置を講じているもののうち特に重要なものを重要文化的景観として選定

することができる。

2項省略

(重要文化的景観の選定の解除)

第百三十五条重要文化的景観がその価値を失つた場合その他特殊の事由があるとき
は、文部科学大臣は、その選定を解除することができる。

2項省略

(滅失又はき損)

第百三十六条省略

(管理に関する勧告又は命令)

第百三十七条管理が適当でないため重要文化的景観が滅失し、又はき損するおそれ

があると認めるときは、文化庁長官は、所有者等に対し、管理方法の改善その他管理

に関し必要な措置を勧告することができる。

2文化庁長官は、前項に規定する勧告を受けた所有者等が、正当な理由がなくてその

勧告に係る措置を執らなかつた場合において、特に必要があると認めるときは、当該所
有者等に対し、その勧告に係る措置を執るべきことを命ずることができる。

3、4項省略

(費用負担に係る重要文化的景観譲渡の場合の納付金)

第百三十八条国が滅失又はき損の防止の措置につき前条第四項で準用する第三十

六条第二項の規定により費用を負担した重要文化的景観については、第四十二条の規
定を準用する。

(現状変更等の届出等)

第百三十九条

(現状等の報告)

第百四十条文化庁長官は、必要があると認めるときは、所有者等に対し、重要文化的
景観の現状又は

(他の公益との調整)

第百四十一条文部科学大臣は、第百三十四条第一項の規定による選定を行うに当た
つては、特に、関係者の所有権、鉱業権その他の財産権を尊重するとともに、国土の開
発その他の公益との調整及び農林水産業その他の地域における産業との調和に留意

しなけれぱならない。

2、3項省略
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第九章伝統的建造物群保存地区

(伝統的建造物群保存地区)

第百四十二条この章において「伝統的建造物群保存地区」とは、伝統的建造物群及び
これと一体をなしてその価値を形成している環境を保存するため、次条第一項又は第二
項の定めるところにより市町村が定める地区をいう。

(伝統的建造物群保存地区の決定及びその保i劃
第百四十三条市町村は、都市計画法(昭和四十三年法律第百号)第五条又は第五条
の二の規定により指定された都市計画区域又は準都市計画区域内においては、都市
計画に伝統的建造物群保存地区を定めることができる。この場合においては、市町村
は、,条例で、当該地区の保存のため、政令の定める基準に従い必要な現状変更の規制
にっいて定めるほか、その保存のため必要な措置を定めるものとする。

2市町村は、前項の都市計画区域又は準都市計画区域以外の区域においては、条令
の定めるところにより、伝統的建造物群保存地区を定めることができる。この場合にお
いては、前項後段の規定を準用する。

3都道府県知事は、第一項の伝統的建造物群保存地区に関する都市計画にっいての
都市計画法第十九条第三項の規定による同意に当っては、あらかじめ、当該都道府県
の教育委員会の意見を聴かなけれぱならない。
4市町村は、伝統的建造物群保存地区に関し、地区の決定若しくはその取消し又は条
例の制定若しくはその改廃を行った場合は、文化庁長官に対し、その旨を報告しなけれ
ぱならない。

」

5文化庁長官又は都道府県の教育委員会は、市町村に対し、伝統的建造物群保存地
区の保存に関し、必要な指導又は助言をすることができる。
(重要伝統的建造物群保存地区の選定)

第百四十四条文部科学大臣は、市町村の申出に基づき、伝統的建造物群保存地区の
区域の全部又は一部で我が国にとってその価値が特に高いものを、重要伝統的建造物
群保存地区として選定することができる。
2前項の規定による選定は、その旨を官報で告示するとともに、当該申出に係る市町村
に通知してする。

(選定の解除)

第百四十五条文部科学大臣は、重要伝統的建造物群保存地区がその価値を失った
場合その他特殊の事由があるときは、その選定を解除することができる。
2前項の場合には、前条第二項の規定を準用する。
(管理等の補助)

第百四十六条国は、重要伝統的建造物群保存地区のための当該地区内における建造
物及び伝統的建造物群と一体をなす環境を保存するため特に必要と認められる物件の
管理、修理、修景又は復旧にっいて市町村が行う措置にっいて、その経費の一部を補
助することができる。

第十章文化財の保存技術の保護省略
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第十一章文化財審議会への諮問

第百五十三条文部科学大臣は、次に掲げる事項については、あらかじめ、文化審議会

に諮問しなけれぱならない。

国宝又は重要文化財の指定及びその指定の解除

二登録有形文化財の登録及びその登録の抹消(第五十九条第一項又は第二項の規
定による登録の抹消を除く。)

三重要無形文化財の指定及びその指定の解除

四重要無形文化財の保持者又は保持団体の認定及びその認定の解除

五重要有形民俗文化財又は重要無形民俗文化財の指定及ぴその指定の解除
六登録有形民俗文化財の登録及びその登録の抹消(第九十条第三項で準用する第五

十九条第一項又は第二項の規定による登録の抹消を除く。)

七特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念物の指定及びその指定の解除

八史跡名勝天然記念物の仮指定の解除

九登録記念物の登録及びその登録の抹消(第百三十三条で準用する第五十九条第一

項又は第二項の規定による登録の抹消を除く。)

十重要文化的景観の選定及びその選定の解除

十一重要伝統的建造物群保存地区の選定及びその解除
十二選定保存技術の選定及びその選定の解除

十三選定保存技術の保持者又は保存団体の認定及びその認定の解除

2文化庁長官は、次に掲げる事項については、あらかじめ、文化審議会に諮問しなけれ

ばならない。

ー~十八省略

第十二章補足

第一節聴聞、'意見の聴取及び審査請求省略

第二節国に関する特例省略

第三節地方公共団体及び教育委員会

(地方公共団体の事務)

第百八十二条

1項省略

2地方公共団体は、条例の定めるところにより、重要文化財、重要無形文化財、重要有

形民俗文化財、重要無形民俗文化財及び史跡名勝天然記念物以外の文化財で当該地

方公共団体の区域内に存するもののうち重要なものを指定して、その保存及び活用の

ため必要な措置を講ずることができる。

3項省略

〆

鳳■酋

第十三章罰則省略
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2.文化財保護法に関わる指定基準・登録基準

(1)[特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準]
昭和二十六年五月十日文化財保護委員会告示第二号
平成七年三月六日文部省告示第二十四号改正

史跡

左に掲げるもののうち我が国の歴史の正しい理解のために欠くことができず、かつ、そ
の遺跡の規模、遺構、出土遺物等において学術上価値あるもの

貝塚、集落跡、古墳、その他この類の遺跡

都城跡、国郡庁跡、城跡、官公庁、戦跡その他政治に関する遺跡
寺社の跡又は旧境内その他祭祀信仰に関する遺跡

四学校、研究施設、文化施設その他教育・学都i・文化に関する遺跡
五医療・福祉施設、生活関連施設その他社会・生活に関する遺跡
六交通・通信施設、治山・治水施設、生産施設その他経済・生産活動に関する遺跡
七墳墓及び碑

八旧宅、園池その他特に由緒のある地域の類
九外国及び外国人に関する遺跡

特別史跡

史跡のうち学術上の価値が特に高く、我が国文化の象徴たるもの

(2)[登録記念物登録基準]
平成十七年三月二日文部科学省告示第四十六号

遺跡関係

政治、経済、文化、社会に関する遺跡その他の遺跡(史跡及び文化財保護法第百八
十二条第2項に規定する指定を地方公共団体が行っているものを除く。)のうち、原則と
して近代までのものであり、かつ、次の各号いずれかに該当するもの

我が国の歴史を理解する上で重要なもの
地域の歴史を表しているもの

歴史上の人物等に関するもの
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3.文化財行政に関わる通達等

a)『埋蔵文化財の保護と発掘調査の円滑化等について』
平成十年九月二十九日庁保記第七五号
文化庁次長から各都道府県教育委員会教育長あて通知

1.基本的事項

(1)埋蔵文化財保護の基本的な考え方
埋蔵文化財は、国民共通の財産であると同時に、それぞれの地域の歴史と文化に根ざ
した歴史的遺産であり、その地域の歴史・文化環境を形作る重要な要素であることから、
基本的には各地域で保存・活用その他の措置を講ずるという理念に基づいて諸施策を
進めること。

4.埋蔵文化財包蔵地の把握と周知について

埋蔵文化財包蔵地の所在・範囲を的確に把握し、これに基づき保護の対象となる周知
の埋蔵文化財包蔵地を定め、これを資料化して国民への周知の徹底を図ることは、埋
蔵文化財の保護上必要な重要事項である。周知の埋蔵文化財包蔵地は、法律によって
等しく国民に保護を求めるものであるから、その範囲は可能な限り正確に、かつ、各地
方公共団体間で著しい不均衡のないものとして把握され、適切な方法で定められ、客観
的な資料として国民に提示されなけれぱならない。 ■■圏

(1)埋蔵文化財として扱うべき遺跡の範囲
1)埋蔵文化財として扱う範囲に関する原則

①おおむね中世までに属する遺跡にっいては、原則として対象とすること。
②近世に属する遺跡にっいては、地域において必要なものを対象とすることができること。
③近現代の遺跡にっいては、地域において特に重要なものを対象とすることができること。
2)埋蔵文化財として扱う範囲の基準の要素
遺跡の時代・種類を主たる要素とし、遺跡の所在する地域の歴史的な特性、文献・絵
図・民俗資料その他の資料との補完関係、遺跡の遺存状況、遺跡から得られる情報量
等を副次的要素とすること。

(2)埋蔵文化財包蔵地の把握と周知の埋蔵文化財包蔵地としての決定
埋蔵文化財包蔵地の所在・範囲の把握は、地域に密着して埋蔵文化財の状況を適切
に把握することができる市町村教育委員会が行うこと。
埋蔵文化財包蔵地の所在・範囲は、これまでに行われた諸調査の成果に加え、今後、

埋蔵文化財包蔵地の所在・範囲の把握を目的として行う分布調査、試掘、確認調査そ
の他の調査の結果によって的確に把握し、常時新たな情報に基づいて内容の更新と高
精度化を図ること。

上記によって把握された埋蔵文化財包蔵地については、都道府県教育委員会が、関
係市町村の教育委員会との間でその所在・範囲にっいての調整を行い、周知.の埋蔵文
化財包蔵地として決定すること。

(3)周知の埋蔵文化財包蔵地の所在・範囲の資料化と周知の徹底
上記(2)により都道府県教育委員会が決定した周知の埋蔵文化財包蔵地にっいては、
都道府県及び市町村において、「遺跡地図」、「遺跡台帳」等の資料に登載し、それぞれ
の地方公共団体の担当部局等に常備し閲覧可能にする等による周知の徹底を図ること。
また、必要に応じて、関係資料の配布等の措置を講ずること。
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(2)『公共工事の実施と埋蔵文化財の保護に係る連絡調整体制の整備について』
庁保記第一八三号平成九年八月七日

各都道府県教育委員会教育長あて文化庁次長通知

埋蔵文化財の保護を図りつつ、開発事業を円滑に進めるためには、開発関係部局と文
化財保護担当部局との連絡調整体制を緊密に行うことが必要であります。
岡巨辱

つぃては、貴教育委員会におかれましては、左記の事項に御留意のうぇ、公共工事に
伴う埋蔵文化財の取扱い等に係る公共工事担当部局と文化財保護担当部局との連絡
調整体制を早急に整備されるようお願いします。

( 17/25 )

記

国、都道府県等の行う公共工事に係る埋蔵文化財の取扱いに関する連絡調整体
制

公共工事に係る埋蔵文化財の適切な取扱いのためには、公共工事担当部局と文化財

保護担当部局との連絡調整を一層密にする必要がある。
このため、各都道府県教育委員会は、別図を参考にして、国、公団、都道府県、都道府県
の公社が発注する公共工事に伴う埋蔵文化財の取扱いに関し、教育委員会とこれらの
公共工事担当部局との定期的な連絡調整の場を設け、以下のような措置を講ずること。
(ー)事業計画等の情報交換

教育委員会は、公共工事担当部局に対し、埋蔵文化財に関する情報提供行うとともに、
公共工事担当部局の今後の事業計画について情報収集を行い、当面の予定のみなら
ず、計画の初期段階にあるものも含め、できる限り長期間にわたっての事業の計画を把
握するよう努めること。

(ニ)埋蔵文化財の取扱い等に関する協議

教育委員会は、把握した事業予定地のうち、必要なものについては、できる限り速やか
に現地踏査、試掘調査、確認調査により埋蔵文化財包蔵地の有無及びその内容を確
認し、その結果を公共工事担当部局に示すこと。

事業予定地に埋蔵文化財包蔵地の存在が確認された場合は、当該埋蔵文化財の保存
の要否、発掘調査を要する場合の発掘調査範囲、期間や経費の見積もり等を含め、そ
の取扱いについて協議を行うこと。

(三)次年度調査体制等に関する調整
公共工事担当部局の事業実施計画を踏まえ、発掘調査を実施する日程・体制について
調整を行うこと。

市町村の行う公共工事に係る埋蔵文化財の取扱いに関する連絡調整体制^

各都道府県教育委員会は、市町村が発注する公共工事に伴う埋蔵文化財の取扱いに
関し、ーに準じて、各市町村教育委員会が当該市町村の公共工事担当部局との連絡調
整体制を整備し、その取扱いを適切に行うよう指導すること。

その他Ξ

(ー)連絡調整のスケジュールについては、各都道府県の実状に応じて適宜定めるが、

次年度の埋蔵文化財調査の円滑な実施に支障を生じないよう配慮すること。
(ニ)連絡調整の場においては、発掘調査に伴い出土した文化財の展示等、発掘調査
の成果を活用することについても、積極的に検討を行うこと。 〆



(3)『埋蔵文化財の保存,ど舌用俳艮告)』
一地域づくり・ひとづくりをめざす埋蔵文化財保護行政一

平成19年2月1日

埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会
はじめに(省略)

序章本報告の目的一今なぜ埋蔵文化財の保存と活用かー(省略)
第1章埋蔵文化財の保存・活用とその意義(省略)
第2章埋蔵文化財のあり方並びに保存と活用についての現状と課題
1.埋蔵文化財行政に求められる保存と活用のあり方

(1)埋蔵文化財行政の本来のあり方
埋蔵文化財行政の基本
埋蔵文化財行政の基本、本来のあり方は、地域に所在する埋蔵文化財を正確に把握

し、それぞれの内容・価値に応じて適切に保存し活用することである。埋蔵文化財は土
地に埋蔵された状態を保持していることに意味があることから、現在ある状態のまま将
来に伝えていくことが第一義である。
しかし、その価値を損なう開発事業等に対しては、事業計画との円滑な調整を図りつつ、
重要な遺跡につぃては史跡指定を図る等により現状保存し、積極的に公開・活用するこ
とが求められる。現状保存を図ることができない場合には、次善の策として記録保存の
ための発掘調査を行い、その成果である出土文化財や調査記録・発掘調査報告書を確
実に保存することが求められる。そして、それらをもとにした調査報告を行うことにより、
埋蔵文化財のもつ価値を国民・地域住民に還元していく必要がある。
埋蔵文化財行政の構造(以下省略) 〆
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(4)『今後の埋蔵文化財保護体制のあり方について倖&告)』
平成20年3月31日

埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会文化庁
はじめに

埋蔵文化財は、国や地域の歴史と文化の成り立ちを明らかにするうぇで欠くことので
きない国民共有の財産であり地域の資産でもある。それを適切に保護し、開発事業との

円滑な調整を図るうぇで行政上必要とされる事項に関する基本的な方向にっいて検討
することを目的として、平成6年10月に「埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関
する調査研究委員会」(以下「委員会」という。)が設置された。
委員会は、これまで、埋蔵文化財保護政策(以下「埋蔵文化財行政」という。)に関する

諸課題を検討し、その結果については以下のとおり、報告・;是盲してきている。
(省略)

さて、このたびの検討課題は「今後の埋蔵文化財保護体制のあり方にっいて」であ
る。・ーこうした状況を踏まえ、本委員会では今後の埋蔵文化財行政を推進するうぇで、
おもに発掘調査をどのような体制で実施するべきかについての検討を行うこととした。
検討は、平成19年3月から委員会を3回、委員会に併置された都道府県・市町村の教

育委員会の実務担当者からなる協力者会からなる協力者会を4回開催して行った。委
員会では記録保存のための発掘調査(以下晴酸剥呆存調査」という。)や考古学研究に
関わる関係機関からのヒアリングを行うとともに、実態調査に基づく現状分析を行い、各
地方公共団体における埋蔵文化財保護体制の多様なあり方を確認しっつ、埋蔵文化財
行政が今後採るべき基本的方策を示した。
本委員会としては、この検討結果をまとめ、報告・提言するものであるが、文化庁および
各地方公共団体においては、本報告を踏まえ、埋蔵文化財保護体制の確立に向けて適
切な措置を講じるよう期待するものである。

第一章埋蔵文化財保護体制の現状と課題
(省略)

第2章埋蔵文化財行政における発掘調査の位置づけ
埋蔵文化財の保護を進めるうぇにおいて発掘調査は必要不可欠の措置であり、極めて
重大な意味を持っている。本章では、各種の発掘調査がどのように実施されるべきかに
ついて検討する。

1.埋蔵文化財およぴ発掘調査の特性

埋蔵文化財の特性(省略)
発掘踏査の特性(省略)

2.埋蔵文化財行政における発掘調査の位置づけ

(1)各段階における各種の発掘調査の目的と性格
埋蔵文化財の本来のあり方は、地域に所在する埋蔵文化財を正確に把握し、その内

容・価値に応じて適切に保存し活用することである。そのために①把握・周知、②調整、
③保存、④活用の4つの段階を適切に行う必要がある。各段階における行政目的を達
成するために、①「把1足周知」の段階における分布調査、試掘・確認調査、②「調整」の
段階における試掘・確認調査、③「保存」の段階における(ア)埋蔵文化財の現状保存を
図るための確認調査(以下「保存目的調査」という)、(イ)記ε剥呆存調査、④「活用_1の段
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階における活用のための調査(以下①から②の調査を「行政目的で行う調査」という。こ
のほか、発掘調査には、大学等研究機関が学術研究を目的に実施する調査がある。)

を行うこととなる。

これらの調査が各段階で適切に行われることにより、はじめて埋蔵文化財保護のため

の的確な行政判断を行うことができる。各段階は相互に密接に関連しており、かっ一連
の流れとなってはじめて埋蔵文化財行政が適切に機能する。各段階で行われる「調査」

は行政措置と不可分に結びついており、それを行政から切り離してしまうと、埋蔵文化
財行政の適切な遂行は不可能になる。

各段階での調査の種類、目的と内容は以下のようにまとめられる。

①把握・周知(分布調査、試掘・確認調査)
法第93・94条の規定により土木工事の届出を必要とする(すなわち法的な保護の対象
となる)周知の埋蔵文化財包蔵地を定め、これを遺跡台帳、遺跡地図等へ登載すること
により国民への周知徹底を図るために、埋蔵文化財包蔵地の所在・範囲を把握すること

を目的とする調査である。既往の諸調査の成果に加え、新たに行う分布調査促沓査)、
試掘・確認調査等の結果により埋蔵文化財包蔵地に関する内容を的確に把握するとと
もに、それを新たな情報に基づき常時更新していく必要がある。出土品の年代や地形・
地目、調査地点とその内容・成果を総合的に勘案し、法的に保護の対象とするか否かを
決定する行政判断と一体となった調査である。

②調整信式1屈確認調査)

法第93・94条の届出等に対応し、埋蔵文化財の保存と開発事業計画とを調整し、埋蔵
文化財の取扱いを決定するために行う発掘調査である。試掘調査は埋蔵文化財の有
無の確認、確認調査はその範囲・性格・内容等の概要の把握を行うためのもので、現状
保存を図るか、あるいは費用負担を求めて記録保存調査の指示等を行うか等の行政判
断と一体となった調査である。調整の結果、やむを得ず現状保存の措置を執ることがで
きない場合、記録保存調査の範囲の決定、調査に要する期間・経費等の算定のため、
当該埋蔵文化財の遺キ静遺物の密度、遺構面の数や深さおよびその性格や内容等を的
確に把握することが必要である。埋蔵文化財の取扱いを決定するうぇでは、関係する既
往の諸調査の成果を十分踏まえ、部分的な調査範囲での地形・土層、遺キ静遺物等の
限られた情報から、遺跡の範囲・内容・価値等を総合的に判断しなけれぱならない。

③保存(保存目的調査、記録保存調査)
(ア)保存目的調査

学術上の価値が高い等地域の歴史にとって重要な遺跡について、その現状保存を目指
して遺跡の内容や範囲を把握するために行う発掘調査である。史跡として保護していく

のかそれ以外の手法をとるのか、史跡とする場合には国あるいは地方公共団体の史跡
とするのか等の行政判断と一体となった調査である。

(イ)三酸剥呆存調査

法第93・94条の届出等に対し、試掘・確認調査の成果を踏まえて開発事業者と調整を
行い、その結果、やむを得ず現状で保存を図ることができない埋蔵文化財について、都

道府県または指定都市の教育委員会(以下「都道府県教育委員会等」という)による指
示等に基づき、開発事業者の委託により実施される発掘調査である。完掘することによ
り遺跡のもつ情報を過不足なく得る必要がある。記録保存の措置を執るという行政判断
は下されているが、調査開始後に試掘・確認調査では予測できなかった成果等により重
亜力、;青Eホフキ怠ろン坐1田日!ナー爆会闘発車堂老笠ン盃胴獣夲コ〒气心、亜六§寿、U 子・,の糸害早1ブ

( 20/25 )

.一三■『冒● 、^,^゛●一^ーー§一、



^,0、1^↓'.yj.、一ιX/,0ノ電一'1-.」「「jL/1-^J L"、 17'r」フロ^フK'園气丁電一フ^'01μ」^ CL IJ /1L,'^'iJ 'し¥,J、ノ、、., Vノ小U^、 1、

よっては、記録保存する旨の方針を変更することもあるため、調査の進行に伴って適切

な行政判断が求められる。

④活用(活用のための調査)

遺跡の整備等、活用のために必要な情報を得るために行う発掘調査である。現状保存
が決定している史跡指定地内での発掘調査は、史跡の保存に重大な影響が及ぶことの
ないよう適切に行われる必要があるので、基本的には整備等の計画・事業について指

導委員会等の指導・助言を受け、その史跡を管理する地方公共団体が法による現状変
更の許可を得たうぇで実施する。

(2)各種の発掘調査の目的と調査主体のあり方
基本的な考え方(省略)

分布調査、試掘・確認調査、保存目的調査、活用のための調査(省略)
記録保存調査(省略)

第3章記録保存調査の実施に関する要件(以下省略) 〆
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4.長崎県文化財保護条例

第1章総則

(目的)

第1条この条例は、文化財保護法(昭和25年法.律第214号。以下「法」という。)第182条
2項の規定に基づき、法の規定による指定を受けた文化財以外の文化財で、県の区域
内に存するもののうち重要なものについて、その保存及び活用のため必要な措置を講
じ、もって県民の文化的向上に資するとともに、我が国文化の進歩に貢献することを目
的とする。

(文化財の定義)

第2条二の条例で「文化財」とは、次に掲げるものをいう。
a)、②、③省略。

④貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その他の遺跡で県にとって歴史上又は学術上価
値の高いもの、庭園、橋梁、渓谷、海浜、山岳その他の名勝地で県にとって芸術上又は
観賞上価値の高いもの並びに動物(生息地、繁殖地及び渡来地を含む。)、植物(自生
地を含む。)及び地質鉱物(特異な自然の現象の生じている土地を含む。)で県にとって
学術上価値の高いもの(以下「記念物」という。)
(財産権の尊重及ぴ他の公益との調整)

第3条教育委員会は、この条例の執行に当たっては、関係者の所有権その他の財産
権を尊重するとともに、文化財の保護と他の公益との調整に留意しなけれぱならない。
第2章県指定有形文化財

(指定)

第4条教育委員会は、県の区域内に存する有形文化財(法第27条第1項の規定により
重要文化財に指定されたものを除く。)のうち県にとって重要なものを県指定有形文化
財に指定することができる。

2省略。

3第1項の規定による指定をしようとするときは、教育委員会は、あらかじめ、長崎県文
化財保護審議会(以下「文化財保護審議会」という。)に諮問しなけれぱならない。
4、 5、 6 省略。
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昭和36年3月30日条例第16号

第3章県指定無形文化財

第4章県指定有形民俗文化財・県指定無形民俗文化財
第5章県指定史跡名勝天然記念物
(指定)

第34条教育委員会は、県の、区域内に存する記念物(法第109条第1項の規定により
史跡、名勝、又は天然記念物に指定されたものを除く。)のうち県にとって重要なものを

県指定史跡名勝天然記念物(以下「県指定史跡名勝天然記念物」と総称する。)に指定
することができる。

2前項の規定による指定には、第4条第2項から第6項までの規定を準用する。 ■■巨

岡巨■

第6章補則

(教育委員会規則への委任)

第40条この条例に定めるものを除くほか、この条例の施行に関し必要な事項は、教育
委員会規則で定める。



第7章罰貝11

長崎県文化財保護条例施行規則

昭和50年12月19日条例第46号長崎県文化財保護審議会条例

(趣旨)

第1条この条例は、文化財保護法第109条第3項の規定に基づき、長崎県文化財保護
審議会(以下「審議会」という。)の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。
■■楓

(委任)

第7条この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、教育委員会
規則で定める。

附則
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昭和36年6月13日教育委員会規則第2号



5.長崎市文化財保護条例

(目的)

第1条この条例は、文化財保護法(昭和25年法律第214号)第182条2項の規定に基づ
き、本市の区域内に存する文化財のうち重要なものを指定して、その保存及び活用の
ため必要な措置を講じ、もつて市民の文化的向上に資することを目的とする。
(疋義)

第2条この条例で、「文化財」とは、次の各号に掲げるものをいう。

Π)、②、③省略。

④貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その他の遺跡で歴史上又は学術上価値の高いも
の、庭園、橋梁、渓谷、海浜、山岳その他の名勝地で芸術上又は観賞上価値の高いも
の並びに動物(生息地、繁殖地及び渡来地を含む。)、植物(自生地を含む。)及び地質

鉱物(特異な自然の現象の生じている土地を含む。)で我が国にとって学術上価値の高
いもの

唄オ産権の尊重及び他の公益との調整)

第3条教育委員会は、この条例の執行に当たつては、関係者の所有権その他の財産
権を尊重するとともに、文化財の保護と他の公益との調整に留意しなけれぱならない。
(指定)

第4条教育委員会は、本市の区域内に存する文化財のうち重要なものを長崎市指定文
化財(以下「指定文化財」という。)に指定することができる。
2、 3省略。

4教育委員会は、第1項の規定による指定又は前項の規定による認定をするときは、あ
らかじめ長崎市文化財審議会に諮問しなけれぱならない。
5、 6、フ、8、 9省略。

昭和43年3月30日条例第6号
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岡叫帥

(文化財審議会)

第15条教育委員会に長崎市文化財審議会(以下「審議会」という。)を置く。
■岡叫

(関係人の出席)

第20条審議会は、必要があると認めるときは、関係人の出席を求め、その意見を聴くこ
とができる。

(委任)

第22条この条例の施行について必要な事項は、教育委員会規則で定める。



改訂履歴

改訂1:2017年(平成29年)3月20日月曜日
1.文化財保護法第百四十三条追記

改訂2:20銘年(平成30年)2月27日火曜日
1.資料題名の変更

旧題名:『文化財保護法等,長崎県文化財保護条伊1・長崎市文化財保護条例』
2.文化財保護法

第一章総則第二条、第三章有形文化財、第六章埋蔵文化財
第七章史跡名勝天然記念物、第八章需要文化的景観
第九章伝統的建造物群保存地区、第十一章文化審議会への諮問各細部追記

3.『養生所/(長崎)医学校等遺跡の文化上の公共の財としての位置づけ』
2017年(平成29年)6月4日日曜日養生所を考える会代表池知和恭
より以下三件を転載

,『公共工事の実施と埋蔵文化財の保護に係る連絡調整体制の整備にっいて』
庁保記第一八三号平成九年八月七日
各都道府県教育委員会教育長あて文化庁次長通知

・『埋蔵文化財の保存と活用倖&告)』
一地域づくり・ひとづくりをめざす埋蔵文化財保護行政一

平成19年2月1日

埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会
"『今後の埋蔵文化財保護体制のあり方に・ついて倖&告)』

平成20年3月31日

埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会文化庁
〆
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世界遺・産条約履行のための1三、雫1易、鉢黒語智t書雋要'ι長噴.、屍11'ミ籍逗跡二亘対{"四
2m7 (平成29年)5月27日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

旦落

1.はじめ1こ_..._._.__....._.__、__..__,.__..._

ー、一壷一'玉・.T二、、,ーめテごめ、の作、翆ξ指盆Ri夏、F、作棄1訟干'fほマ以
下に示す手続きを定めることにより世界の文死遺産及び自然
遺産の保護に関する条約(以下。「世界遺産条約」又は「条

世界遺産条約履行のための作業指針より
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その一部でも損壊や滅失によって失オゞれることになれぱ、世界
のすべての人々にとって遺産が損なわれることとなる。遺産を
構成する個々の資産は、特別に秀でたその性質ゆえに「顕著な
普遍的価値」を持っと考えられ、増大しっづける脅威、種々の
危機から保護すべく特別な対策を施すに値するものである。

'ラ'、'

●卓●

条袖め冒南ぼ;、顕著な晉遍酌]翻直を肴チ冬玉化遺廣及赤百然、
遺産を認定し、保護、保全、公開するとともに、将来の世代に僧
えていくことである。

、1.C 世界遺産条1亙締和回二三ι11三三__._______

養生所/(長崎)医学枝等遺跡について

任を有する政府機関の名称及び連絡晃を事務局に提出するこ
^4^ー.^^^
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重しっつ、条約締約国は、遺産を保護するために協力すること
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但界遺産条硫ξ国系緜§国会護は、ユ五スロ誘会モb会期の問正開
催される。会議は、手続規則に従って進行される。手続規則は
以下のウェゞアドレスに掲載されている。ー・(世界遣産条閑弗

世界遺産釜金への分担金を決定し、世界遺産委員会の構成国
を選出する。締約国会詠及びユネスコ総会の両者に対して、世
界遺産委員会は活動報告を行う。(世界遺産条約第8(1)条第
16条第1項第29条参照、世界痘産委員会手続規則第49条
参B召

、1. E匝1,1造璽二委亘会'、、.'.に.1二二11111'、_,____________
程界遺薩、萎員互ほ乞1の構蔵、国而ら成1)、年1向以王而顎及そ
会合を開催する。委員会は、ビューロー会議を設置し、委員会
会合期間中に必要と判断さ五る回数のビューロー会議を開催
する。委員会及びビューロー会議の構成は、次のウιブアドレ
スを参照一.(事務局の世界遺産センターだ通じて世界遺産委
員会へ連絡をとることができる。)__._____._____
委貧1会は、手1姦規則に従って会i萎め運函を行う。革続規則ほー
次のウェブアドレスで公開されているし'ニ_!______

20

23 委、頁会詞'決議ほ客觀泊互かっ萪季的な検討1ビ墓うてものぞあり;、
委員会の名のもとに実施される査定は完全かっ責任を持って
行われなけれぱならない。そのような決議は以下に依存するこ
とを委旦会は認;哉する。..,______.___.....、._,_._______、____.._.、.,......._.,_____...___..__._ー..、、ーー,、.、.'..、.、.、.、.、ー.、.、.、..,、、,.、・
石)三至意深K判荷ぎ1{"だ書類子lr1ニニ、__二11_1__上111,'17フ.,,___..._..ニ______.______.____..."_.._..,.._,,._.._"...、.、..、,
盲)完全かっ一貫1厘ある手1姦きイ_....__.__._,,..__.._____ー_____.___...,、.._.,、......_._._.、._.、_,,,,,_"
石Σ資藷蚕る専1,宝1こよる冬「査;'LI.'1.__二三1ごごj_1'1.1、17二三一_.___._______ゞ____._._______
,)1区運五1葺合ほ、;薫,1蜜1亘貝の利卿LL11111Ξ1.ニ.丁一'しにjごに.____._________._______.、_________.、ー、、ー、、、、、ー..ー
委員会bj、ヨミ要ti、'概能ほ;、締電亙国?汁嘉ヲテCr'、ー、、、'ー、'、"1_11_11Ξ1___.___._____.____._.,__.____.、.___"_._,,.__.,.,__.__
訂暫兎り天F及び籍柄国に'り提出さ"れる登匪勇寉蔵魯に基ヲ〔;ー
て、条約のもとで保護すべき顕著な普遍的価値を有する文化
資注及び自然資産を認定し、世界遺産一覧表に登録すること。

二2両.'
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ング(第Ⅳ章参照)及び定期的級告(第V章参照)を通じて調査
すること。(世界遺産耒釣第11象第_Z蔓及ぴ第29条参照)__
■●■

!Σ条赤旦4i、履1〒iミぢいて定書"可戸調査及云吾査、蚕1テうこ苫。
^^区^^.■^^^^.^^、^^^^■^..■^^^^ー

世界遺産への新たな脅威に確実に効果的な対応がなされるよ
うに定期的に見直しを行い改定を行う。
_(1992年委旦会で最初の「単戈略的方向性」を援択)_.___
貌牲の戦語自1票は以弓てのとおり1云・つのC)i-、、、、"、、、ー
(2002年「世界違産に関するブダペスト宣言↓1_____

^■^■「,^■「冒一^■^^^^■^^^^゛,一冒.『■

担保,____,___.__1..._._..ー_.、.ー、ー.ー,,、ー.、.ー'、ー=ふー、ー、,、、ーー
3.締葡盲1三お仔る葡「果西な弄ヤバシティe兀ディゾグてCapeoi
ty】bul!din旦)の促進__,_________________'..__._
4.コミュニ弓ーション(communloationi喜通じだ母界一邇産1Ξ一

互ぢ

27

閏する普及贅発、委画及び支援の増大_.__..,___.
].F 垂界邇凌^員会事霧旦,_.廸界邇産センタニ〒テ'に二1
種扉邇産委員会は、ユネスコ璽務高長が任語手る事務局河希一
佐を受ける。現在、事務局の役割は、この目的の為に1992年に
設立された世界遺産センターが担っている。又、ユネスコ事務、
局長は、世界遺産センターの局長を委員会の秘書に任命して
いる。卓務局は締約国及び諮問機関を補佐し、需力する。事務
局はまたユネスコの他の活動分野及び地方事務所と密換な連
携を図りっつ活動する。(世界遺産条約第14条参照、世界遺

互、含
産委員会手続規則第43条参照)__
璽1努局の至要む猛断j勾容ぼ区工五)Tr語り。ー"、、ニ'フ二ι二に二

ー^^^■^■■^■^,「T^ー、゛一〒^^■^■^^■^.^^^●^^■^^■^■,^r「^冒■゛ー^「一^'^]

室施1犬況の圭邑告。,
司'径評造産二覽表薹振推薦書而受鍾二事務局薹姦丁書類あ完
全性の確認、保管及び関極諮問機関への伝達三________._.、
可母界造]茎二覧取花お1チ、るネ蒟一OS忌住及赤R一表程'π言用程
の確保のためのグローバルストラテジーの一環としての研究活
動やその他の活動の調整。
谷)、蔦期南報否めとりま二三あ、及ぴ、、)テケニデ才ブモニタリ三ンヲU)、調、
整」...
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〒f国畷酌1爰助で)調登1、""、、、

n締荊国7諮問1幾鬨二二司夏市民入め、害及活動二及魯,露否動菱通
じた世罫道産及び世晃遺産耒約のプロモーション・0

Ii_.'.亘__但界遺産蚕旦三ヨ諮t●_機関__^.ーー'、、、ー、、

修復の研究のための国際センター)、及びICOMOS(国際記念
物遺跡会議)、そしてIUCN(国際自然保護逵合)とする。(世界
遺産条寺タ.第8条第3頂参賑乞__,__._._,.__._..__.......、ー,、、、.、、..、.、

」^」^^■」■.^.^^^^^^^^^^「^^冒

■.^^■^」^+^^■'^^.■.^■^■〒■'^1^^」■.'^^

^^^■^■.^■.■■..■一ーー

保のためのグローノ勺レストラテジー、研修に係るグローバルス
トラテジー、定期的報告の策定及び履行に関する補佐を行うこ

■^■^.■■^^■゛.^」^゛^^^^^

、-0 ...._..,..____....^^.^一◆一、ーー.ー....ーー.^..^

すること。
ICCROM
●'■

COMO
孟^ー

巨●■

IL19N_

ー..,^^._、゛ノ^●、、

能力及び専門的知識を有する他の国際機関や非政府機関に
協力声_援を夏證tる〒と_カ!了きる。_、____._._.__ー_

^^^■^ー^■^^.^.■^^^^■一^^^^^■^

の取り組みを進めることは、世界遣産資産の保護及び条約の
■.■^冒冒_^^^^^^.^ー^^弔.^^.■^^■

個人その他の関係者、特に地域のコミュニティ、政府機閏、非
政府機関、民間組織、所有者は、世界遺産の保護及び保全の

...

吾i

^^^■■^ー^^.冒r■■■^■一^^^^^^^.ー

養亜所ス萇崎丁医孛衰適跡ぼイ但界遺産面定義に包摂呑
れ、即ち、世界遺産である。
養生訴π長酷万、医学キ受轟罰之、世界適産たる支イE遺産〒、あ
り、即ち、世界遺産条飽第一条に定義される資産である。

40

パートナーとなり得亙,_.._.____,_,..._,_____.__.."......_.

ー、'ー、、'ーー"ーー'、、ーー"、'、'、'ー"ー、ーー'、'^、"ι,又一;、ー、"ーーーー

図ることの重要性を認識する。関連する地球規模の保全体制、
ー^卵..'ーー.^..^ー^.^ーーr^ι」.」一ー...■.ーー'一■.二■冒ノ、

の他の条約、計画、文化遺産及び自然遺産の保全に関係する
」区^^^^^^^^^【^」ー^■^"^^^^

ザーバーΣして会合に招聰することができる。又、委員会は、要
請に基づいて、他の政府間機関の会議にオブザーバーとして

文化遺産及赤白醗K遺産の1杲護にが而Tる圭夏な国際玉御等、フニ
Ξ;牙二え三】花万条約1及二ひ、評画一、'ー"、、、、'ーー'"、、ーー._..__.__
●■騨

その他の条約

ー^'

Ⅱ.世界遺産条約一覧表

註TA二置1界遺走φ茎義、

42

43

44
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Σ1、6 女化遺産及U自然遺産8ま過界遺隆条約第一条友赤第二条"
に定義される資産をいう。..__..___..._.____,_,___.....______

タ」ん゛゛

ごの、条麺夛)適角IE'じr叉,ヒ遺産正ぼC淡0ジfφ蓋いう、_______
一記恵、、1牙廷築ヰ勿T記念舶意義を有fる彫薊及ひ絵画丁考否寧
的な性質の物件及び構造物、金石文、洞穴住居ならびにこれら
の物件の組合せであって、歴史上、芸術上、又は学術上顕著
な普遍的価値を有するもの

、.、、

_ニ、'、'、"、"'、、'ー、、、"、、、'

ニ、

丁
一

三

二一一

δ-3

三
.
三
。



一建磧1勿群、'独豆した蓮築物φ'群戈]永蓮而電Cナ三建這物'、霽そー
あって、その建築様式、均質性又は景観内の位置のために、歴
史上、芸付t上、又は堂価上顕著な曾遍的価値を豆す五主の【.、._
遺跡人間の作品、自然と人間との共同作品及び考古学的

遺跡を含む区域で'つて、歴史上、芸術上、民俗学上又は人類
学上顕著な普遍的価値を有する'の
h』二武

己々)条約h)適雨、:EI、↑、百然遺産」ειま;1ゆ1至;めをい.巨.、__

46
璽五遜二1'1.1輪二にニニニご二1_1二'_'1〒ご三〒__,、__
の定義(の一曾円の両方を満たす場合は、「複合遺産」とみ畭

璽1堕匙三'1二、二11.に.1、..1'1'二三二三二___
文化的景観は、文化的資産であって、条約第1条のいう「自然
と人間との共伺作品」に相当するものである。人問社会又は人
間の住居地が自然環境による物理的制約のなかで、社会的、
経済的、文化的な内外の力に継続的に影響されながら、どのよ
うな進化をたどってきたのかを例証するξのである。

動産違産_______=ーーーーー、.、ー'ー、ーー
現往ネ動産め遺産であるそ毛;1専乗画産舌五る司能性赤ある葛、
のの登録推薦は槍討対象としない。______,__.,__._.._.,_,_、.__,._
昆亘1^直、、_11__苫_____ー.二111'、ー、、、イ1'、-1、ー.1'1
頭著蒼晉遍的イ而値とほマ画象問而環界癌邇越し、人1貢全{和ビー
とって現代及ぴ将来世代に共通した重要性をもっような、傑出
した文化的な意義及び/又は自然的な価値を意味する。従っ
て、そのような遺産を恒久的に保詮することは国際社会全体に
とって最高水準の重要性を有する。委員会は、世界遺産一覧
表に資産を登録するための基準の定義を行う。_

締約国は、「顕著な普遍的価値」を有すると考えられる文化的
資産及び/又は自然資産にづいて、世界遺産一覧表への登録

50

推薦書を提出するよう求められる。
■■●

Ⅱ、1、合'程界遺産二二覧袈、にお1チるネ西銜め寔正二友一び代叢'穫;
、^^^■■■^■■■,^.ー^■^■■^巨.^^■■戸■■^■^■^^^^■「■〒^^

目標に則って、世界遺産一覧表における不均衡を是正し、代表
15五.、

あ
→岡→^^.^,■^^^■■■^■^^^^^冒」^..^^^.^.

生 妻

のための口ーノVレスーーソー
母界覆雇二覧表に禽iチる不均衡の是IE及び代裏修;信用性の弓ぢ
確保のためのグローバルストラテジー(Tho Glob.1S廿ateEyfor
a Represen始tiveβ且lanced and credible vvorld Herita三巳 Liset)
は、世界遺産一覧表に残る主なギャップを特定し、その穴を埋
めることを意図している。そのために、より多くの国が条約締約
国となり、第62段落に規定されている暫定りスト及び世界遺産
一覧表登録推薦書を作成することを促進する。
(h杜P://who.unesoo.org/en/Ξ10balstrategy参照)」■_^^■■.^^^^.^.^^■,■巨■^q-..^^■^^『^^ー^^ー^ー

巨■

59
」三1^___

養荏'所7て萇碕丁医孛枝遺断ほT臭五る叉明め受睿'自律的
世界遺産一覧表における不均衡を是正し、代表性と信用性を 展開と結果に於いてその文明に則した顕著な普遍的価値を
確保するため、締約国は各国の遺産がすでに一覧表に十分代 有する成果を還元した文化的な意義(1割こ医学史上薬学史
表されているかどうか検討し、もし十分代表されているようであ 上に於いて)を有する歴史を成立させた活動の痕跡たる遺
れぱ、下記により追加の登録推薦書提出の問隔をあけるように 跡である。この分野が、世界遺産一覧表に十分に代表され
求められる。 ているか、検討が必要である。

Ξ)、百発的取泳且εじそこ締荊国盲喜が墓め、る藁1革i二従っそ登盆聶一τ二、

石落登而粂確蕭を、十分R表否れて〔評瓢珠帝痴国万登録推薦にーニー
■■■■■.■.^■^^■.」一]^^■■.^^.^■^^^■「一■,^1〒^■^ー

締扉ξ国モる白禾、国ほJ頭薯稔曾遍的価値」を看ずるε著え
られる文化的資産たる養生所/(長崎)医学校遺跡を、世界
遺産一覧表への登録推薦書を提出するよう求められてい
る。

釘暫建りズ下'の作成及ひ登姦推鳶書め作咸菱優死事項ぞ手る
F,と.。,___,__._,._..,__.,___.."__,.__._____、__.、..__...._._____._.__.,_
印、技イ村的知見の交換め、ナ三品め'地砥問翻万1禾制を開1召Jヲ麺E、'、
すること。
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養生所/(長碕)医学最董1雰ぼ二叉死函棄観テ三る一戈IE的'資
産であって、条約第1条のいう「自然と人問との共同作品」
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奇三国間1嘉一分及ぴ多薮国問儒力を推進して、遺産の保護、保

めること。_.___._.___.__..__._^__^.ー.、
盲j琶界遺産蚕旦会7会貪に可貧毛毛限y登1口ずる三七三_、_'ニ
委頁、会及、実'亙西措置友び移行摺置三Cそ以下のヌカニズムぎ
第30回会貪【2006年_)1こ適尻すること電夬定_レたP_,,._..,__

ー'ー'再一'、'、、、゛窒、'"'、、"'、"

暫定りストとは、各締約国が世界遺産一覧表へ登録することが

ふミわしいと考える、ロ" 1'子_土ナ、釜,一的価倩
を治する文化遺産又は自然遺産であると考えており、将来登録
推薦を行う意思のある資産の名称を示す必要がある。
M ●眉

、一盲、ニー、ジールとしての 1スト___.____
暫、楚i)互、R語尋来で)夏'e耕隹薦にっいでめ示唆をア与える毛ゐτ子珂
り、締約国、世界遺産委員会、事務局、諮問機関にとって、有
用かっ重要な蚕十画ツフルであ墨9_
...

ラ五、

,^、゛

ー'西二)ヌ1ズト」デジ1」を履行苛る、だめ正ほT締系可国ほ暫硬リ、'
ストの作成、更新、統合を行い、登録推焦書の作成を行うため
の技能を哥に付1子ることを支援するための1ヤパシティビルディ
ング及びトレーニング分野における協力が必要となることが考

{1 スト の

えられる。
●■■

^^^^,^^^^■^^.■^^^■^■^^^.^^^,^■

き当該資産が顕著な普遍的価値(段落49-54を金照)を有す
るものとみなす9._.___._,___.______.__..______..,._.__、.._.
て、n;亙'間め直1造的三t.質罷玉手イ条筰で冨る、;フ__L11'11.L1上
(1i)廼築、萪苧疲術、二記憙碑、都市計画、景観詔哥め琵展1Ξ一
重要な影響を与えた、勗ぢ時期にわ晃る価値観の交流又はあ
る文化圏内での価値観の交流を示すものである。

..

の 玉への

( 5/10 )

ノ、ソ ヒル

ぶまれているもの)。__.__"_____.______,_._.____._.__
てVi)顕著五霄遍盲可而直菱有する面粂事1行事又生舒三辰統、
思想、信仰、芸術的作品、あるいは文学的作品と直接または実
質飼関連があるにの基*は他の基準とあわせて用いられるこ
とが望ましい)。
( VID ・・・
( VⅢ)・・・
(1×)・ー

(X )・・・__.__._.__.___._.__,.___._._._.._.________._____
顕薯蒼普遍南イ酬直菱肴ずるε誠なぎ打るiヨ颪、当該資程が完
全性及び/又は真正性の条件にっいても満たしている必要があ
る。又、確実に保護を担保する適切な保護管理体制がなけれ
ぱならない。
壮7E 完釡性友ぴ7文は真正性
正

登玉長墓傘てi'系ミらて、▽Π、に墓ヲいて稚薦きj元る資殘ほ1包正性
(オーセンティシティ)の条件を満たすことが求められる。オーセ
ンティシティに関する奈良ドキュメントを含む付属資料4には、
資産の真正性を検証するための実践的な原則が示されてい
る。以下にその要約を示す。

養璽所/張示厨医学最弓膏跡とその歴吏f颪程募、ε目禾再萪
学技術(特に医学上薬学上)の発展に重要な影響を与え
た、西洋文明における近代科学技術の発展期において、又
日云の近世から近代への変遷の時期にわたる価値観の交
流及び日本国内での価値観の交流を示すものである。
養生所/て長爵丁佐学校遺跡ほ、;喬禾而近代化bj、歴生におー
いて、近世と近代にかけて稼働した体系的な近代西洋科学
技術の受容と自律的展開に係わる三っの施設のうち現存
する唯一の遺跡である9.._.,._.,._.."...____"
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遺産万ξ備えそいる1而征毛1斬まそ吾る程莅iま、この価殖IE関ず、'る80

情報源がどの程度の信用性、真実性を有ずると考えられるか
に依存する。文化遺産の本乗お特質と後年の変化に関連して
その情報源、知り理解することは、真正性に係るあらゆる側面

^巨■■^^■^^■^一■^^.■■■^ー^^+」^^■^^^^

源の信用性と同様に、文化ごとに異なる可能任があるほか、単
ーの文化内においてぎぇ異なる二とが考えられる。全ての文化
は等しく尊重されるべきであることから、文化遺産の検討、判断
は、第一義的には自身の文化的文脈において行われなけれぱ

、、ー、運、"、ー、""、ーー、、め'、一花酌及1脈iE'るそ二一覆では'ない万§、82

資産の文化的価殖(登録推薦の根拠として提示される価値塞
準)が、下に示すような多様な属性における表現において真夫
かっ信用性を有する場合に、真正性の条件を満たしていると考
えられ得る。ム
・形状、意匠・材料、材質・用途、機能
伝統、義能、管理体制・位置、セッティング
・言語その他の無形遺産・精釉、感性

.^^1』.巨■.^直^.^^ー^^■^^^^,^」●一^^^ーー^

吾 3

するのは容易ではないが、そhでもな需、それらは、例えぱ伝
統や文化的連続性を維持しているコミュニティにおいては、その

84

面、歴史的側面、社会的側面、科学南側面にっいて詳細に検
討することが可能となる。「情報源」は、文化遺産の本質、特異
;生、意味及び歴史を知ることを可能にーる物理的存在、女書、

85

場合には、締約国は、まず最初に、ヨ支雪する重要な属性をすべ
て特定する必要がある。真正性の萓言において、これらの重要
な属性のひとっ.ひとっにどの程度の真正性があるか又は表現

^^^..冒,^,冒■■■」'..■■^」一■区■^^■^^...^■^.,^、^,,冒^

86

再建することが正当化されるのは、例外的な場合に限られる。
再建は、完全かっ詳細な資料に基づいて行われた場合のみ許
容され得るものであり、憶測の余地があってはならない。

^■^^■^■^^^

憧界遺産」:覧瓢ミ登録確焦呑五る贇産ほ至そ"、蒐釘玉の、条件
^^.^^^」■^■^..^.^^■^^■.^■甲^」→+^^^.^^■^^^

べてが無傍で含含されている度合いを測るためのものさしであ
る。従って、完全性の条件を調べるためには、当該遣産が以下

まオ1ているかP"__.______.____._.___...__.______『___
6)、雪ヨ支遣隆而)重要程菱宗チ特1敢を木足なく再表するために適、
切な大きさが確俣されているか,_..______,'_________..____.__._
亘)T鋼発1及元ゞノ又憙卸亘方女棄に'る負1力夏立聖を受けそいる赤。、
以王'1Eう'〔'イて1完全司至の言言1こおいそ説直肩、を行うこ三。______
登1勲而値基準、n;再「区で詞泳で及塞づいて登録推薦ぎ五、る賓、
産は、資産の物理的構造及び/又は重大な特徴が良好な状態
であり劣化の進行による影響がコントロールされていること。ま
た、資産が有する価値の総体を現すのに必要な要素が、相当
の割合包含されていること。文化的景観及び歴史的町並みそ
の福の生きた資産にっいては、これらの独自性を特徴づけてい
る?や動的な機能が維持されていること。

登蚕氣而礁墓傘(Ⅵ1テから(父jまでに基づいて登録雁蔵ぎ五る賢一
産は、全て、生物物理学的な過程及ぴ地形上の特徴が比較的
無傷であること。しかしながら、いかなる場所も完全な原生地域
ではなく、自然地域は全て動的なものであり、ある程度人間と
の関りが介在することが知られている。伝統的社会や地域のコ
ミュニティーを含めて、人問活動はしぱしぱ自然地域内で行わ
れる。そのような活動も、生態学的に持続可能なものであれ
ぱ、当該地域の顕著な普遍的価値と両立し得る。
以]三に加えて一壹☆霜珂直墓傘(V靜西マら(X飛墓τヲi,Tて壹☆勇苗
薦される資産は、各基準ごとに完全性の条件が定義されてい
る。

89
ウ

養荏尹斤π'萇晴工医孛1支等邇蔀iミモ)いぞぼ、近砥後期而ら近
代前半期の精細な複数の方向からの十数葉の写真、明治
期の四っの時期の平面図、関係者の手記や出版物、があ
る。これらの資料は信用で善、完全かっ詳細である。長崎市
によって発掘調査も今後予定されている。
土木造成の欠損した部分にっいて、このような信用できる
完全かっ詳細な資料により、憶測の余地のない再建が可
能である。
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92 蚕ぎ氣面1直塞準'('V而'i三墓二3いて登ぎ剥便篤さ五る二貪産は、頭薯チよ
普遍的価宿を有すると同時に、資産の美しさを維持するために
不可欠な範囲を包含していること。例えぱ、滝を中心とする風
景の場合、資産の美的価値に一保的に結びっいた隣接集水域
瓦び下流域を包含していれぱ、完全性の条件を満たす可能性

93

がある。___...___.__.___,._______._.._._.._______
登姦1而値暴奉石而汀ι塞づいて登録推蔵ぎhる、資薗藷;禽蓮す、
る自然科学的関係において相互に関逢し依存した鍵となる要
素の室て又は大部分を包含していること。例えぱ、「氷河時代」
の地域であれぱ、雪、氷河そのもの及び氷食形状、堆積、棲み
つきのサンプル(例えぱ。条線、モレーン、植物遷移の初期段
階等)を包含していれぱ、完全性の条件を満たす可能性があ
る。また、火山の場合は、溶岩起源鉱物の完全な変形シリーズ
が残っており、噴出岩の種類や噴火の種類の全て又は大都分
が代表されていれぱ、完全性の条件を満たす可能性がある。
登亙勇命値基準(ix)に基づいて登録推薦される資産は、生態系、
及ぴそこに含まれる生物多様性を長期的に保全するために不
可欠なプロセスの鍵となる側面を現すために十分な大きさをも
ち、必要な要素を包含すること。例えぱ、熱帯雨林地域は、ある
程度の標高変化、地形・土壌垂の変化が論り、パッチの系及び
パッチの自然再生が見られれぱ、完全性の条件を満たす可能
性がある。同様に、サンゴ礁でおれぱ、例えぱ、海草やマング
ローブ、又はサンゴ礁への栄養塩や堆積物の流入を制御する

94

その他近隣生態系を包含すれぱ、完全性の条件を満たす可能

95

性力てある。____.___...____.._,_.___._.__._
登録価値墓1再(X)1こ墓づいて登臣艮雍蔵き五る登夏は、生物多一
様性の保全にとって最も重要な存在であること。生物学的に見
て、最も多様性・代表性の高い資産のもがこの基準を満たし得
ると考えられる。関係する生物地理区、生態系の特徴を示す動
植物相の多様性を最大限維持するための生息環境を包含して
いることが求められる。例えぱ、熱帯サバンナの場合であれ
ぱ、共進化した草食動物と植物の組み合わせが完全に残って
いれぱ、完全性を満たす可能性がある。また、島蝉生態系の場
合であれば、固有の生物相を維持するための生息環境を包含
すべきである。広い生息域をもっ種を含む場合は、当該種の生
存可能個体群サイズを確保するために不可欠な生息環境を包
含するのに十分な大きさを確保すぺきである。さらに、渡りの習
性をもつ生物種を含む地域の場合は、繁殖地、営巣地、判明し
ている渡りのルートが適切に保護されていることが求められる。

Ⅱ. F 保護竺理.__...___.__.____.___..._____.___.___..__,_
笹界遺隆資産Zづ保護管種花あ子こ6ぞぼC顕君捻吾遍西価征友
び完全性及び/又は真正性の登録時の状態が、将来にわたっ
工雄持、_誌北されるよう1こ1旦保メtること。

..

9吾

丑署生^

」"^

資隆dj、存続を保註し、顕薯五普遍雨1酬直及赤完全厘友示7戈
ま真正性に影礬を及ぼす可能性のある開発等から資産を保護
するための立法措置、規制措置を国及び地方レベルで整備す
ることが求められる。また、締約国は、それらの施策を十分かつ
効果的に実施する必要がある。

1''ーー、;子"t 冨1分こめ万)1亜'川ゐ、二

境界悪菱明確に設生τ手るごぞは、登謀推蔵賓、蓙を珂集西iヨ呆9'
護するための不可欠な要件である。境界線の設定は、資産の
顕著な普遍的価値及び完全性及び/又は真正性が十分に表現
されることを保証するように行われなけれぱならない。
●骨●

鑑価地彊______________________
資産を適切徒保至、手るテ三めに返要な場吾Υ含、適切荏緩衝臣帯
(バツZTーゾーン)宣設定丈ること旦_____.____.__.___
緩1郵而帯は、'撥粛資産の珂果百研爾呆護を目的三じて、推薫資一
産を取り囲む地域に、法的又は習慣的手法により補完的な利
用・開発規制を敷くことにより設けられるもうひとつの保護の網
である。推薦資産の直接のセッティング、重要な景色やその他
資産の保護を支える重要な機能を持つ地域又は特性が含まれ
るべきである。緩衝地帯を成す範囲は、個々に適切なメカニズ
ムによって決定されるべきである。登録推薦の際には、緩衝地
帯の大きさ、特性及ぴ緩衝地帯で許可される用途についての
詳細及び資産と緩衝地帯の正確な境界を示す地図を提出する
こと。

設廼ぎれテ三緩衝地帯が、雪該登袿を苫ωように{雜萎ずるの、が信
ついての分かりやすい説明もあわせて示すこと。
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1、6ブ通幣一綏1重丑匝帯、ほ登姦雍薦、資産と1ま別で、あ1が、資産力f世否早一
遺産一覧表へ登録された後に緩衝地帯を変更ずる場合は、世
尻L逸産査員会の丞.;忍を得.亙曼と皇____..__________._

108

109

1 10

倖 1

著登蚕粂稚蔦資注iξ、i、颪、賀産め一Ξ^著な晉遍珂而直を「εa)」ミ、引三一
保全すべきか(参加型手法を用いることが望ましい)にっいて明

_〒「〒一」^..^^^^^^^■^■^^^^■^「一ー」^■^^^^^

性、ニーズや当該資産が置かれた文化、自然面での文脈に
よっても異なる。゜管理体制の形は、文化酎禎点、資源量その他
の要因によって、様々な形をとり得る。伝統射手法、既存の都
市計画・地域計画手法やその他の計画手法が使6れることが
考えられる9、._..__...._,,,__._.."..__.__._____.___..___.__._".__._._
〕三語bj'、多棚至を電識、じだうえで;磊稟1酉蒼鄭卦太御i1三真通手る
要圭として、以下のものが挙1犬られるマ____.________.._
盲)〒Rて05'関係著蔀賣産7三ういて05、1聖、解をでF三牙i三典冶しぞ

1 1 1

い墨こ七。_._、___._._.______..__..,,___,._.'._......_..._____,
'6),チ画。」夷行、毛二師)ジケ、二事価;ン1ードバッケカジサイみル。_
石)パードチニ・11閏係者みt参加LてひるE区、に二__、1にに..,ニ

篦1¥ヤパシティビルディZ互'ミに1丁二に.しにに二'にに三二_._..
1Σ管理迷蛋1仂蓮宮に閏するテ西〒ランタE'りティ苫蓬卿生三一1に
'動栗1可倉管理に碌一登課雍薦資璽め保護、保全、瓦赤枩開荏一
閏して、長期的取組み/日掌,勺活動のサイクルがある。
騨●●

娃鐘亘a睦延._.__.____ーーエ、ーーーー
と両立し得る。締約国とパートナーは、そのような持続可能な利
用が資産の顕著な普遍的価値や完全性/真正性を損なうこと
がないように努めなけれぱならない。さらに、いかなる利用も生
物学的、文化的に持続可能であることが求められる。但し、な
かには人間による利用が適切ではない資産も存在する。_Ⅱ^^■.■■.■^」■■.」■■■■.■■^■■.^^^^■^.冒^■,■ι゛」^冒,^..^■^^^^^^^^..^

皿:'母界遺産1÷!二覧表入、φ資蓙登聾1か薩痕、"1L
■●●

、血r目'登課推薦0)'書弐及赤丙睿一

登緑碓薦が'r完釡iで'あるι認あら五、るため1'i颪以卞bジ条ヌ革'、

胴●

を満オニ丈必要力t杢亙。.._、___._._________
ヨ、.コの元二井 ldentifioetion0十Pro erヒ
稚蔵ず葛資産の範囲て現界線丁を明確1'示す己、と。なお、(緩衝
地帯が存在する場合は)登録推薦資産と緩衝地帯の区別を明
確にすること(第103~107段落参照)。・一明確に範囲(境界
綿)が示されていない登録推薦書は「不完全」とみなされる。
2

査産蚕内昼1三ほ1賣産の特穏及そヌ賢産め歴史と変遷にっいぞ、
の概要が含まれる。地図に記載されているすべての構成要素
の特徴と解説を記述することが求められる。特に「連続性のあ

の

る資産」の登録推薦を行う場合は、構成要素のひとつひとつを

のか、又、過去にどのような重大な変化を経てきたのかについ
て記述すること。ここでは、当該資産の顕著な普遍的価値の基
準及び完全性及ぴ/又は真正性の条件を満たすことを示すた

解説するようにすること。"____________.
歴史匡変遷〒εぼ;当該賣産るモ'、8ゐ'浜弓にして現毛「φ、形1三茎るテ三'

" Descrltion

めの論拠として重要な事実について提示すること。

f pro ert

ネ項毛は、当き函蚕産の登録推薦の根拠となる母評、遺産'墓聖、'
(第77段落参照)を示し、基準ごとにその基準を採用した明確

ヌk

な論拠を示すこと。その基準に従って、
言(第49~53段落及ぴ第155段落参照)に当該資産が世界
遺産一覧表登録に値すると考えられる理由を分かりやすく記述
する二と。又、当該資産を、国内外の類似の世界遺産、その他

の資産と比較した上L蚊分駈を行うこと。比較分析では、当該資
産の国内での重要性及,び国際的重要性について説明するこ
と。査L全1包真正1^姦として、当該資産が第78段落力喝第

ニ・ー・・・・・・・・

Ξ ゛ust1千ication o+ 1ηScrl tloh

95段落に示された条件を満たすことを証明すること。
4

C

全'
S Vatl and Factors A仟巳Cun pro ert
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.

本項モほ、;賣荏の現五のイ稟全可犬税1三閥一する住確頓恬報(資産
の物理的状況及び実施されている保全措置に関ずる情級等)
を記載すること。また、資産へ影響を与える諸条件(脅威等)に
つぃても記述¥ること。本項に記凱される情報は、登録推薦資
産の保全状況を将来呈ニタリングする際に必要なべースライン
データとなる。
51'ー、、゛=注

^
=

^..{ニ!!_ .■■一冒^「^^^^^^.^^^一■^」..^^^^

6.モニ【ン Monltorln _→......___._...,_【._._.._,._.

締菊国ほ丁資薦あ葆至'1発兄を測建司'るだ高φ董要な指標、影一
響を及ぽす諸条件、資産保全殆置、。調査頻度及び責任谷有
する管理機閏に?_り工提丞する三七0 _________._、、、

...ーーー^'..
■冒●

Protection and
.■■.^ー^^.^■^,^「^■^^^1-'^

フ.
ニ、J:

8 処1

△蛙望匙紅
●●■

ana ement

C

111.

erltatlon

...

の'車

10.ιt^直1^、

〒'イ'1'1^
■●●

1豊、』誰1士、__
,.'

登蚕誕奮薦資産ばC三1'L1にに1、-1丁三_____'_
司ひεろめ玉匠廼国の璽戴丙ル至'休力y立置ずる場吾'1血1['ぼこ
b)隣¥妾ぎ為夏数の締系,国の領域にまたがって分布fる場吾毛、
ある(匡ι^)三__

1璽1売涯^.にに1'.1._1111-、、、1三'、に1にし_に、111'丁
連続臣めある1資産至ξほL二1'.1'1三1'._1、' 1.11、、フニニ__
三Σ同一め1歴吏二、文1畷至二1"二にしに1__しご.L.._ニニニ__
ー、ーー;」一、ー'ー"'、ーノ゛、:可'ーー・ー゛ノ、一畢一'

■^゛^^ト^^^^^.冒■^^^^'^^^^^.^^^

全体として顕著な普遍的価値を有する支g)'豆杢墨.9.._.____.___...
^甲■^^■■^^^■.^^^^甲■^^■^^.^^

ーーーーー'一耳一^ー'ー'ム'ー'ーニ'ー゛_ー、ーー盲^ー、'ーーニ壬一ーーー'

域を辿える資産)、______...__.._.__.__
注続任而ある資崖ゐ登忌1董蔵忌、ひとっの締約国による、もめ
であれ、複数の締約国による推薦であれ、最初に登録推薦され
る資産がそれ自体で顕著な普遍的価値言有していれぱ、複数
年にわたる審査を前提にして推薦書の提出を行うことができ
る。複数年の登録推薦サイクルにわたる連続性のある資産の
登徐推薦を計画している締約国は、委員会の活動計画上の便
を図るため、その意思を委員会に通知することが望まれる。
...

'原'世墨遺産〒覧表登録資産φ二保全河天弓兄1こ偲る宅羣夕i)シグー
...

y、二世扉遺産釜匪§1亘履lii、三蕉る題顛'可靴直f'、ー、ー、ー

Ⅵ二'、晋界竃産条匪iを撞進するテ、めの支援三.1
.,.

Ⅶ1、世界遺産茎釡及lf国畷西理助一ーー三、、
■■■

Ⅷ,'砥界遺蓙エンブレムーー

Ⅸ.情報の管理・提供
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《1 文献資料》
1.『明治維新以後の長崎』長崎市小学校職員会編纂大正十四年

(復刻編者長崎市小学校職員会発行所株式会社名著出版昭和四十八年七月五日発行)

2.『長崎談叢第七輯昭和五年九月一日發行』
「日本最初の病院並腎學校としての長崎の養生所」林郁彦

3.『昭和八年(1933年)九月二十二日金曜日長崎日々新聞朝刊2面第三版』
「西洋腎學の發祥地小島病院を史蹟に文部省へ指定方を」

4.『長崎談叢第十四輯昭和九年七月五日發行』
「長崎小島養生所に就いて」林郁彦

5.『昭和十一年長崎縣史蹟名勝天然記念物第八輯』史蹟之部
「九、西洋腎學發祥地遺跡長崎縣史談会幹事長崎縣廃藤原兼助」

6.『長崎市制六十五年史(前編)』編さん発行長崎市役所総務部調査統計課
昭和三十一年三月三十一日発行

フ.『石積の秘法とその解説一改訂増補一』
(『'続"石積の秘法とその解説』大久保森造大久保森一共著収録)
著作者大久保森造発行所理工図書株式会社
昭和33年3月15日第一版発行昭和47年6月15日改訂増補第2版

8.『長崎医学百年史』発行長崎大学医学部「長崎医学の百年」中西啓
昭和三十六年三月三十一日発行

9.『長崎県の歴史』県史シリーズ42著者瀬野精一郎発行所株式会社山川出版社
昭和47年4月27日第一刷発行

10.『長崎県教育史』編集長崎県教育会発行長崎県教育委員会
昭和五十一年三月一日発行(非売品)

下1.『長崎県史(近代編)』

著作権者長崎県編集者長崎県史編集委員会発行所株式会社吉川弘文館
昭和五十一年三月二十五日発行

12.『検査技師のための長崎散歩』著者中西啓発行者嘉村国男
昭和五十二年四月二十五日発行(非売品)

13.『長崎市史年表』編集長崎市史年表編さん委員会発行長崎市役所
昭和56年3月20日発行

14.『長崎談叢第六十六輯昭和五十七年十一月十五日発行』
「長崎医科大学諸教授の医学史と洋学伝来史に関する欧文論文」青木義勇訳注

巧.『幕末教育史の研究一』
昭和五十八年二月二十五日発行著者倉沢剛発行所株式会社吉川弘文館

16.『横須賀製鉄所の人々一花開くフランス文化』有隣新書25
著者富田仁西堀昭監修高橋邦太郎

昭和五十八年六月十七日第一刷発行

17.『長崎談叢第六十七輯昭和五十八年七月十日発行』
印月j台初期の長崎医学校・病院概述、特に建造物の興廃と戦時仮病院指定二回の

経験」青木義勇

参考文献及び資料の一覧
2016年(平成28年)11月30日水曜日

養生所を考える会代表池知和恭
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18.『幕末教育史の研究二』

昭和五十九年二月二十五日発行著者倉沢剛発行所株式会社吉川弘文館
19.『長崎談叢第六十九輯昭和五十九年十二月二十日発行』

円彫台中期、佐古施設使用時期の長崎医学校と県立長崎病院」青木義勇
20.『有明工業高等専門学校紀要第22号』

「病院研究の計画史的研究」

史料「衛生士官」h'.'J. L. C.ボンペ・ファン・メールデルフォールトによって考案され
た病院のための計画書」

新谷肇一昭和60年9月20日受理

21.『幕末教育史の研究三』

昭和六十一年四月十日発行著者倉沢剛発行所株式会社吉川弘文館
22.『日本建築学会計画系論文報告集第362号昭和61年4月』

「長崎養生所の敷地選定と配置計画について」

正会員青木正夫正会員新谷肇一正会員篠原宏年
23.『日本建築学会計画系論文報告集第367号昭和61年9月』

「長崎養生所の平面計画および構造と運営について」
正会員青木正夫正会員新谷肇一正会員篠原宏年

24.『石垣普請』ものと人間の文化史58

著者北垣聰一郎発行所財団法人法政大学出版局
1987年3月31日初版1刷発行

25.『長崎談叢第七十六輯平成二年三月一日発行』

「征台の役と長崎医学校病院(そのー)台湾南部に軍病院開設」青木義勇
26.『長崎海軍伝習所』中公新書1024著者藤井哲博発行所中央公論社

1991年5月25日発行

27.『長崎製鉄所』中公新書1077著者楠本寿一発行所中央公論社
1992年5月25日発行

28.『長崎県の歴史』県史42著者瀬野精一郎発行所株式会社山川出版社

1998年9月15日第1版1刷発行

29.『石積は意志の積み重ね石積作法』ガーデン・テクニカル・シリーズ2
企画・制作有限会社龍居庭園研究所発行所株式会社建築資料研究社
平成15年6月15日初版第一刷発行

30.『幕末の蒸気船物語』著者元綱数道発行者(株)成山堂書店
平成16年4月28日初版発行

31.『長崎医人伝』編集兼発行人宿輪亮三

平成16年12月発行(非売品)

32.『長崎県伝染病史』著者宿輪亮三発行所(株)昭和堂
2006年12月1日発行

33.『石垣力信吾る風土と文化一屋敷囲いとしての石垣一』

編者漆原和子分担著者勝又浩藤塚吉浩陳国彦
2008(平成20)年3月17日初版第一刷発行

34.『オランダ風説書』中公新書2047著者松方冬子発行所中央公論社
2m0年3月25日発行
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35.『中世長崎の基礎的研究』著者外山幹夫発行所株式会社思文閣出版
2011(平成23)年12月11日発行

36.『出島の医学』著者相川忠臣発行所株式会社長崎文献社
発行日 2m2年3月30日

37.『花月史』著者加藤貴行'献鮎柳発行者株式会社花月有限会社長崎花月史蹟保存会
監修原田1専二(長崎県文化財保護審議会委員)鶴田文史晒海文化史研究所主宰花月史研究樹

発行日 2012年3月30日

38.『石垣整備のてびき』監修文化庁文化財部記念物課発行所(株)同成社

2015年1月15日発行

39.『小曽根乾堂謎解きの旅幕末明治を刻した長崎人』
著者小曽根育代監修小曽根吉郎発行所長崎新聞社
2015年8月20日初版発行

40.『長崎キリシタン史一附考キリスト教会の瓦一』著者山崎信二発行所雄山閣
2015年12月5日初版発行

41.『長崎市立佐古小学校閉校記念誌~ありがとう佐古小学校~』
発行日:平成28年2月25日発行者:佐古小学校閉校実行委員会
編集:佐古小学校閉校実行委員会記念誌部
編集事務局:長崎市立佐古小学校〒850-0837長崎市西小島1丁目7番1号
TEL095-288-2480FAX095-822-2575

《11.写真資料》

1.長崎大学図書館収蔵の写真資料

2.国立公文書館デジタルアーカイブ
3.旧長崎市立佐古小学校所蔵の写真資料
4.池知和恭が撮影した写真資料

5.その他の写真資料

《Ⅲ.その他の資料》

1.長崎地方法務局所管の旧土地台帳と附属図
2.長崎歴史文化協会所蔵の資料

3.その他の資料

"史実"をEnjoy(エンジョイ:楽しむ)しよう!

そして、"史実"は考究と発見によって変化します。

歴史をEnjoy(エンジョイ:楽しむ)するとは、考究と発見による変化を楽しむことかもしれません。

改訂履歴

改訂1:2017年(平成29年)3月5日日曜日資料項目の追加(元10件、全37件)
改訂2:2017年(平成29年)9月3日日曜日資料項目の追加(4件追加、全41件)
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